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東
海
地
方
の
キ
リ
シ
タ
ン
史
跡
案
内

１  

尾
張
地
方
の
キ
リ
シ
タ
ン
史
跡

尾
張
キ
リ
シ
タ
ン
発
祥
の
地
「
花
正
」

　

花
正
は
尾
張
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
の
発
祥
の
地
で
あ
る
。
中
世
に
お
け
る
海

部
郡
は
連
歌
師
な
ど
に
よ
る
上
方
京
都
と
の
文
化
的
交
流
が
あ
り
、
隣
村
の
勝
幡
は
、

清
洲
織
田
家
の
家
老
で
あ
る
織
田
信
秀
も
活
動
し
た
地
で
あ
り
、
織
田
信
長
は
こ
の
勝

幡
城
で
生
れ
て
い
る
。
一
五
六
七
年
（
永
禄
十
）
頃
に
日
本
人
の
信
者
コ
ン
ス
タ
ン
チ

ノ
に
よ
り
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
が
始
め
ら
れ
た
。

　

彼
は
故
郷
の
花
正
に
帰
っ
て
伝
道
に
努
め
、
フ
ロ
イ
ス
神
父
の
許
可
を
得
て
、
花
正

お
よ
び
周
辺
の
村
々
で
六
百
名
に
洗
礼
を
授
け
た
。

鎌倉崇志
『コンスタンチノ』
美和町史人物　抜刷

法
光
寺

所
在
地　

美
和
町
大
字
花
正
字
郷
中
六
十
六
番
地　
〈
地
図
12
〉

　

一
九
八
五
年
（
昭
和
六
十
）
頃
に
、
美
和
町
花
正
の
法
光
寺
の
住
職
竹
田
一
夫
が
、

敷
地
の
北
側
に
あ
る
雑
木
の
藪
の
中
に
塚
と
二
つ
の
供
養
塔
を
発
見
し
た
。
ま
た
、
美

和
町
歴
史
民
族
資
料
館
の
学
芸
員
鎌
倉
崇
志
が
そ
の
庭
に
あ
る
古
い
供
養
塔
の
笠
の
上

に
墨
で
円
に
艮
（
コ
ン
）
の
字
が
書
か
れ
て
い
る
の
を
見
つ
け
、
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
と

の
関
係
を
推
測
し
て
い
る
。
一
九
六
八
年（
昭
和
四
十
三
）法
光
寺
の
屋
根
裏
か
ら
、『
切

支
丹
宗
門
記
』（
一
七
九
九
年
作
成
）
の
写
本
が
発
見
さ
れ
た
。
十
ヵ
年
間
に
六
百
人

の
信
徒
を
得
た
と
称
す
る
花
正
地
方
の
永
禄
、
天
正
年
間
の
信
仰
状
態
に
つ
い
て
、
鎌

倉
崇
志
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
花
正
地
方
は
東
西
各
半
里
に
蜂
須
賀
蓮
華
寺
と
甚
目
寺
が
あ
り
、
北
一
里
に
大
塚

性
海
寺
が
あ
り
何
れ
も
真
言
宗
の
隆
盛
を
極
め
て
い
た
時
代
で
あ
る
。
真
宗
と
し
て
は

天
台
宗
の
古
寺
院
を
転
宗
再
興
し
て
浄
土
真
宗
に
改
め
て
い
た
が
、
花
正
村
の
人
々
の

檀
那
寺
中
法
光
寺
の
み
は
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
よ
り
十
数
年
前
頃
此
宗
に
中
興
し
て
い
る

「法光寺」山門
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が
、
光
照
寺
及
び
清
須
の
延
広
寺
は
未
だ
出
来
て
い
な
か
っ
た
。
即
ち
コ
ン
ス
タ
ン
チ

ノ
が
キ
リ
ス
ト
教
を
ひ
ろ
め
た
時
代
の
此
の
地
方
は
今
日
の
如
く
一
向
宗
の
盛
大
な
も

の
で
は
な
く
、
僅
か
に
真
宗
の
信
仰
も
あ
っ
た
く
ら
い
で
強
固
な
信
仰
心
も
無
か
っ
た

と
認
め
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
時
期
で
あ
っ
た
か
ら
十
ヵ
年
間
に
六
百
人
の
信
徒
を
得
た

と
言
う
の
も
事
実
で
あ
っ
た
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
然
る
に
七
十
歳
の
老
人
コ
ン
ス
タ

ン
チ
ノ
の
死
後
は
完
全
な
る
後
継
者
が
な
く
、
教
会
も
清
須
へ
移
り
大
波
の
如
く
押
寄

せ
る
此
の
地
方
一
帯
の
一
向
宗
信
仰
に
圧
倒
せ
ら
れ
て
、
遂
に
は
禁
教
時
代
に
も
至
ら

ぬ
前
、
既
に
此
の
地
に
キ
リ
ス
ト
教
の
跡
を
絶
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。」（
鎌
倉
崇

志　
『
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
』）

光
照
寺　
　

所
在
地　

美
和
町
大
字
花
正
郷
中
二
百
六
十
四
番
地　
〈
地
図
12
〉

　

光
照
寺
に
は
本
堂
庫
裡
の
裏
手
に
キ
リ
シ
タ
ン
灯
籠
が
あ
り
、
そ
の
東
側
の
田
畑
の

区
域
は
、
か
つ
て
の
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
の
屋
敷
跡
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

発見された墨書
「艮」のある遺物

法光寺裏庭で発見された
キリシタン遺物

尾
張
清
洲
の
キ
リ
シ
タ
ン

　

日
本
二
十
六
聖
人
の
中
の
二
十
名
は
日
本
人
で
あ
り
、
そ
の
内
五
名
は
尾
張
出
身
者

で
あ
っ
た
。
詳
細
は
以
下
の
通
り
。

一
、
タ
ケ
屋
コ
ス
メ
（
尾
張
の
良
い
家
柄
の
出
身
で
名
刀
剣
師
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
の

伝
道
士
と
な
り
、
大
阪
で
捕
縛
さ
れ
た
。
兄
弟
の
タ
ケ
屋
レ
ア
ン
も
著
名
な
刀
剣
師

で
、
清
洲
の
自
宅
を
イ
エ
ズ
ス
会
に
譲
渡
し
て
上
洛
し
た
が
、
一
五
九
六
年
に
病
死
）

二
、
茨
木
パ
ウ
ロ
（
フ
ロ
イ
ス
が
「
機
械
工
」
と
書
く
職
人
。）

三
、
烏
丸
レ
オ
ン
（
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
の
伝
道
士
で
あ
り
、
ベ
ッ
ド
数
五
十
の
京
都
最

初
の
洋
式
病
院
「
聖
ア
ン
ナ
病
院
」
の
世
話
人
）。
※
姓
は
茨
木
、
故
郷
は
尾
張
国

花
正
地
方
（
結
城
了
悟
神
父
に
よ
る
）

四
、
茨
木
ル
イ
ス
（
ル
ド
ビ
コ
。
前
二
者
の
甥
。
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
員
と
一
緒
に
住
ん

で
い
た
十
二
歳
の
同
宿
で
あ
り
、
殉
教
者
中
で
は
最
年
少
者
）

五
、
パ
ウ
ロ
鈴
木
（
説
教
師
で
「
聖
ヨ
ゼ
フ
病
院
」
の
世
話
人
。
四
十
九
歳
）

　

青
山
玄
神
父
は
当
時
の
様
子
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

光照寺東側のコンスタンチノ
屋敷跡（推定）

「光照寺」山門
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「
一
五
八
〇
年
代
の
清
洲
は
、
織
田
信
雄
が
秘
か
に
秀
吉
に
対
抗
す
る
勢
力
を
育
て

て
い
た
町
で
、
革
新
と
建
設
の
意
欲
に
溢
れ
て
お
り
、
八
六
年
に
は
城
も
新
し
い
瓦
屋

根
に
改
築
さ
れ
、
三
重
の
堀
を
も
つ
立
派
な
城
下
町
造
り
が
進
め
ら
れ
て
い
た
か
ら
で

あ
る
。
恐
ら
く
尾
張
の
領
主
が
信
雄
か
ら
豊
臣
秀
次
に
変
わ
り
、
清
洲
の
武
士
層
が
大

き
く
更
迭
し
た
一
五
九
二
年
ご
ろ
に
、
彼
ら
は
宣
教
師
の
常
住
す
る
京
都
に
移
り
、
翌

九
三
年
に
来
日
し
た
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
員
の
下
で
、
中
心
的
活
動
グ
ル
ー
プ
に
属
し
て

働
く
に
至
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

一
五
八
七
年
の
秀
吉
に
よ
る
宣
教
師
追
放
令
の
発
布
以
来
、
あ
ま
り
目
立
た
な
い
よ

う
に
し
て
伝
道
し
て
い
た
イ
エ
ズ
ス
会
員
た
ち
の
警
告
を
無
視
し
、
公
然
と
伝
道
に
従

事
す
る
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
員
に
は
、
京
都
お
よ
び
そ
の
周
辺
諸
地
域
の
古
く
か
ら
の
信

徒
は
、
察
す
る
に
長
年
親
し
く
指
導
し
て
く
れ
て
い
る
イ
エ
ズ
ス
会
へ
の
義
理
立
て
も

あ
っ
て
、
幾
分
協
力
し
難
い
も
の
を
感
じ
て
い
た
で
あ
ろ
う
」（
青
山
玄　
「
キ
リ
シ
タ

ン
時
代
と
明
治
前
期
に
お
け
る
美
濃
尾
張
伝
道
の
性
格
」『
名
古
屋
キ
リ
シ
タ
ン
文
化

研
究
会
会
報
』
32
）。

清須城復元図 清須古絵図

タ
ケ
ヤ
・
コ
ス
メ
の
出
身
地

　

現
在
も
清
須
町
日
吉
神
社
北
側
に
「
竹
屋
町
」
と
い
う
地
名
が
見
ら
れ
る
。
清
須
城

下
美
濃
街
道
か
ら
下
町
に
沿
っ
た
裏
町
の
職
人
が
多
く
住
ん
で
い
た
場
所
で
、
明
治
の

地
積
図
に
も
字
竹
屋
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。「
寛
延
旧
家
集
」（
一
七
四
八
～
一
七
五
〇

年
）、「
那
古
野
府
城
誌
」（
寛
政
～
文
政
）
な
ど
に
よ
る
と
、
清
須
越
を
し
た
町
民
旧

家
百
十
五
軒
の
う
ち
清
須
出
身
は
九
十
七
家
で
、
竹
屋
町
か
ら
の
人
が
五
名
あ
り
、
そ

の
内
四
名
が
タ
ケ
ヤ
・
コ
ス
メ
と
同
じ
職
業
の
研
師
で

あ
る
。

　
　

竹
屋
九
右
衛
門　
　
　

研
師　

竹
屋
町
（
練
屋
町
）

　
　
　
　

勘
七　
　
　
　
　

研
師　

竹
屋
町
（
大
津
町
）

　
　

桜
屋
小
十
郎　
　
　
　

紺
屋　

竹
屋
町
（
常
盤
町
）

　
　

竹
屋
三
間
忠
右
衛
門　

研
師　

竹
屋
町

　
　

竹
屋　
　

喜
参　
　
　

研
師　

竹
屋
町

宣
教
師
フ
ロ
イ
ス
の
書
き
記
し
た
タ
ケ
ヤ
兄
弟
は
清

須
城
下
竹
屋
町
出
身
の
者
で
あ
り
、
町
名
を
屋
号
と
し

自
分
の
名
前
と
し
て
京
都
の
町
で
キ
リ
シ
タ
ン
布
教
奉
仕
活
動
を
し
て
い
た
。

現在の清須市竹屋町地図

青山玄『名古屋キリシ
タン文化研究会会報』

現在の竹屋町
町内案内看板
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「
一
五
八
〇
年
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洲
は
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信
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秘
か
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秀
吉
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勢
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を
育
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い
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革
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建
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八
六
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瓦
屋
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築
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立
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城
下
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進
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た
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領
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信
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層
が
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き
く
更
迭
し
た
一
五
九
二
年
ご
ろ
に
、
彼
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宣
教
師
の
常
住
す
る
京
都
に
移
り
、
翌

九
三
年
に
来
日
し
た
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
員
の
下
で
、
中
心
的
活
動
グ
ル
ー
プ
に
属
し
て

働
く
に
至
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

一
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八
七
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吉
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追
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す
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フ
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古
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信

徒
は
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す
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く
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イ
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義
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感
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キ
リ
シ
タ

ン
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明
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け
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美
濃
尾
張
伝
道
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性
格
」『
名
古
屋
キ
リ
シ
タ
ン
文
化

研
究
会
会
報
』
32
）。
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一
本
松
塚
キ
リ
シ
タ
ン
処
刑
場
跡　

所
在
地　

一
宮
市
緑
二
丁
目
十
二
番
地　
〈
地
図
29
〉

　

一
六
三
一
年
（
寛
永
八
）
尾
張
藩
で
は
宗
徒
五
十
七
人
を
捕
ら
え
た
。
そ
の
内
一
宮

の
ポ
ー
ル
兵
右
衛
門
、
そ
の
子
高
木
村
の
シ
モ
ン
・
コ
ス
モ
久
三
郎
、
一
宮
の
医
師
コ

ス
モ
道
閑
、
レ
オ
ン
庄
五
郎
の
四
人
は
印
田
郷
裏
常
光
一
本
松
塚
（
現
在
地
）
で
処
刑

さ
れ
た
。
尾
張
藩
で
は
初
め
て
の
火
焙
り
の
極
刑
に
処
せ
ら
れ
た
場
所
で
あ
る
と
レ
オ

ン
・
パ
ジ
ェ
ス
の
『
日
本
切
支
丹
史
』
や
『
源
敬
様
御
代
御
記
録
』
の
文
献
記
録
に
あ
る
。

一
九
五
〇
年
（
昭
和
二
十
五
）、
カ
ト
リ
ッ
ク
名
古
屋
教
区
に
よ
り
十
字
架
型
木
高
札

お
よ
び
石
柵
が
建
設
さ
れ
た
が
、
一
九
六
七
年
（
昭
和
四
十
二
）
十
一
月
五
日
、
右
木

札
が
腐
朽
し
た
た
め
、
地
元
の
一
宮
史
談
会
に
よ
り
「
水
か
け
十
字
碑
」
が
建
て
ら
れ

た
。
一
九
六
九
年
（
昭
和
四
十
四
）
二
月
、地
元
の
人
々
四
十
五
名
に
よ
っ
て
新
碑
と
、

十
字
型
の
記
念
碑
に
「
水
か
け
地
蔵
尊
」
の
文
字
を
彫
っ
た
小
碑
が
建
て
ら
れ
た
。

一本松処刑場跡の「水かけ地蔵尊碑」	
一宮市史談会 1967 年 2 月記念碑建立

キリシタン処刑場跡「一本松塚」	
黒龍社境内

尾
張
一
宮
周
辺
「
キ
リ
シ
タ
ン
殉
教
顕
彰
碑
」

　
　
　
　
　
　

所
在
地　

一
宮
市
大
宮
一
丁
目
七
番
一
号　

カ
ト
リ
ッ
ク
一
宮
教
会

　

一
宮
市
内
は
古
く
か
ら
殉
教
者
の
供
養
碑
な
ど
迫
害
の
歴
史
を
伝
え
る
場
所
が
多
く

あ
り
、「
命
を
か
け
て
信
仰
を
貫
い
た
殉
教
者
を
敬
い
た
い
」と
信
者
有
志
が
毎
年
訪
れ
、

祈
り
を
捧
げ
て
き
た
。
そ
の
苦
難
や
功
績
を
広
く
周
知
し
、
後
世
に
伝
え
た
い
と
の
思

い
が
信
者
た
ち
か
ら
上
が
り
、
地
元
の
殉
教
者
を
顕
彰
す
る
碑
が
二
〇
〇
八
年
（
平
成

二
十
）
一
一
月
三
十
日
に
一
宮
教
会
敷
地
道
路
沿
い
に
建
て
ら
れ
た
。

顕
彰
碑
「
な
ぐ
さ
め
塚
」　

所
在
地　

一
宮
市
浅
野
公
園
南　
〈
地
図
30
〉

　

森
徳
一
郎
に
よ
り
一
九
六
七
年
（
昭
和
四
十
二
）、
一
本
松
塚
跡
に
建
立
予
定
の
自

然
の
河
石
で
造
っ
た
殉
教
碑
を
建
て
る
こ
と
に
し
た
が
、
敷
地
が
手
狭
の
た
め
浅
野
公

園
前
に
設
置
し
た
。
た
だ
し
こ
こ
は
殉
教
地
で
は
な
い
（
資
料
6
）。

顕彰碑「なぐさめ塚」一本松塚から移された
印田常光寺の小洞
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十
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人
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捕
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の
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ン
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コ
ス
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、
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の
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現
在
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で
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。
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は
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の
極
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に
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せ
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で
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様
御
代
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記
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に
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る
。

一
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五
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年
（
昭
和
二
十
五
）、
カ
ト
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ク
名
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教
区
に
よ
り
十
字
架
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木
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札

お
よ
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石
柵
が
建
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さ
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た
が
、
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六
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年
（
昭
和
四
十
二
）
十
一
月
五
日
、
右
木

札
が
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、
地
元
の
一
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会
に
よ
り
「
水
か
け
十
字
碑
」
が
建
て
ら
れ

た
。
一
九
六
九
年
（
昭
和
四
十
四
）
二
月
、地
元
の
人
々
四
十
五
名
に
よ
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て
新
碑
と
、
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記
念
碑
に
「
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地
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の
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を
彫
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が
建
て
ら
れ
た
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一宮市史談会 1967 年 2 月記念碑建立

キリシタン処刑場跡「一本松塚」	
黒龍社境内

尾
張
一
宮
周
辺
「
キ
リ
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タ
ン
殉
教
顕
彰
碑
」

　
　
　
　
　
　

所
在
地　

一
宮
市
大
宮
一
丁
目
七
番
一
号　

カ
ト
リ
ッ
ク
一
宮
教
会

　

一
宮
市
内
は
古
く
か
ら
殉
教
者
の
供
養
碑
な
ど
迫
害
の
歴
史
を
伝
え
る
場
所
が
多
く

あ
り
、「
命
を
か
け
て
信
仰
を
貫
い
た
殉
教
者
を
敬
い
た
い
」と
信
者
有
志
が
毎
年
訪
れ
、

祈
り
を
捧
げ
て
き
た
。
そ
の
苦
難
や
功
績
を
広
く
周
知
し
、
後
世
に
伝
え
た
い
と
の
思

い
が
信
者
た
ち
か
ら
上
が
り
、
地
元
の
殉
教
者
を
顕
彰
す
る
碑
が
二
〇
〇
八
年
（
平
成

二
十
）
一
一
月
三
十
日
に
一
宮
教
会
敷
地
道
路
沿
い
に
建
て
ら
れ
た
。

顕
彰
碑
「
な
ぐ
さ
め
塚
」　

所
在
地　

一
宮
市
浅
野
公
園
南　
〈
地
図
30
〉

　

森
徳
一
郎
に
よ
り
一
九
六
七
年
（
昭
和
四
十
二
）、
一
本
松
塚
跡
に
建
立
予
定
の
自

然
の
河
石
で
造
っ
た
殉
教
碑
を
建
て
る
こ
と
に
し
た
が
、
敷
地
が
手
狭
の
た
め
浅
野
公

園
前
に
設
置
し
た
。
た
だ
し
こ
こ
は
殉
教
地
で
は
な
い
（
資
料
6
）。

顕彰碑「なぐさめ塚」一本松塚から移された
印田常光寺の小洞
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印
田
常
光
寺
の
小
祠
「
水
掛
地
蔵
尊
」

所
在
地　

一
宮
市
印
田
通
三
丁
目

　

印
田
通
り
に
面
し
た
臨
済
宗
常
光
寺
の
敷
地
（
旧
・
印
田
常
光
庵
）
に
祠
が
あ
る
。

一
七
五
一
年
～
一
七
六
三
年
（
宝
暦
年
間
）
印
田
郷
裏
・
常
光
一
本
松
塚
（
現
在
の
緑

二
丁
目
十
二
番
地
）
か
ら
こ
の
郷
中
印
田
に
移
設
し
「
水
掛
地
蔵
尊
」
を
安
置
し
た
。

右
上
に
「
為
二
世
安
楽
也
」
と
銘
が
あ
る
。
最
近
道
路
整
備
に
伴
い
小
祠
の
周
辺
が
改

装
整
備
さ
れ
た
。

扶
桑
町
高
木
の
キ
リ
シ
タ
ン
処
刑
地
跡
「
恵
心
庵
」

所
在
地　

扶
桑
町
高
木
字
桜
木
三
七
八
番
地　
〈
地
図
22
〉

　

一
六
三
一
年
（
寛
永
八
）
及
び
一
六
六
〇
年
代
（
寛
文
年
間
）
に
、
こ
の
高
木
村
と

そ
の
近
隣
地
域
で
は
、
多
く
の
村
民
が
キ
リ
シ
タ
ン
と
し
て
処
刑
さ
れ
た
。
そ
の
霊
を

弔
い
、
冥
福
を
祈
る
た
め
に
、
一
六
九
九
年
（
元
禄
十
二
）、
住
人
が
一
体
の
舟
形
石

仏
地
蔵
（
高
さ
二
尺
七
寸
で
、「
有
縁
無
縁
三
界
萬
霊
等
名
仏
地
蔵
尊
」
銘
を
も
つ
。

森徳一郎『尾張切
支丹年表・尾張
切支丹札所巡礼』
1935 年

千田金作　
『尾張扶桑切支丹資料』
愛知県郷土資料刊行会

1987 年

扶桑町高木の「恵心庵」
寛文年間（1660）の

キリシタン処刑地跡遺跡

こ
の
地
蔵
尊
は
文
政
年
間
に
高
雄
の
白
雲
寺
に
移
さ
れ
た
）
を
造
っ
て
、
草
庵
を
建
て

た
。
こ
の
草
庵
は
、
そ
こ
に
恵
心
と
号
す
る
尼
僧
が
住
ん
だ
と
こ
ろ
か
ら
、「
恵
心
庵
」

と
呼
ば
れ
た
と
い
う
。

　

一
六
三
七
年
（
寛
永
十
四
）
に
は
、
丹
羽
郡
諾
野
村
（
現
在
の
扶
桑
町
）
で
キ
リ
シ

タ
ン
三
百
余
人
が
斬
罪
に
処
せ
ら
れ
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
。
一
六
六
七
年（
寛
文
七
）

に
は
尾
張
藩
の
各
地
で
二
千
人
も
の
切
支
丹
牢
払
い
、
斬
罪
が
行
な
わ
れ
た
。
恵
心
庵

の
縁
下
か
ら
西
北
の
畑
地
に
か
け
て
、村
方
で
処
刑
さ
れ
た
キ
リ
シ
タ
ン
を
葬
っ
た「
高

木
村
切
支
丹
塚
」が
あ
っ
た
が
、現
在
は
な
い
。
岩
倉
街
道
よ
り
十
間
ば
か
り
西
へ
入
っ

た
と
こ
ろ
は
、
犬
山
羽
根
金
常
山
白
雲
寺
持
恵
心
庵
、
切
支
丹
類
族
死
罪
の
者
を
埋
葬

し
た
墳
墓
で
あ
る
。
一
九
三
八
年
（
昭
和
十
三
）、
恵
心
庵
の
北
隣
に
住
ん
で
い
た
田

島
博
は
、
恵
心
庵
境
内
入
口
に
「
切
支
丹
史
蹟
地
本
尊
地
蔵
大
菩
薩
恵
心
禅
庵
」
と
大

書
し
た
石
柱
を
建
て
、
一
九
五
二
年
（
昭
和
二
十
七
）
四
月
に
は
、
恵
心
庵
の
堂
宇
を

修
築
拡
幅
し
た
。
一
九
七
四
年
（
昭
和
四
十
九
）
八
月
、
恵
心
庵
は
遺
跡
と
し
て
、
扶

桑
町
指
定
文
化
財
に
認
定
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
扶
桑
町
教
育
委
員
会
に
よ
る
案
内
板
が

立
て
ら
れ
て
い
る
。「
扶
桑
で
は
一
六
二
八
年
（
寛
永
五
）
ご
ろ
、
一
宮
の
道
閑
、
兵

右
衛
門
の
二
人
の
伝
道
士
か
ら
布
教
が
始
ま
る
。当
時
は
既
に
宗
門
の
圧
迫
は
厳
し
く
、

新装なった「恵心庵」案内看板	
扶桑町教育委員会による立て看板

「恵心庵」内の延命地蔵尊
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印
田
常
光
寺
の
小
祠
「
水
掛
地
蔵
尊
」

所
在
地　

一
宮
市
印
田
通
三
丁
目
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光
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光
庵
）
に
祠
が
あ
る
。

一
七
五
一
年
～
一
七
六
三
年
（
宝
暦
年
間
）
印
田
郷
裏
・
常
光
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。

右
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近
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。

扶
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キ
リ
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刑
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心
庵
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所
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扶
桑
町
高
木
字
桜
木
三
七
八
番
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〈
地
図
22
〉
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近
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。
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縁
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縁
三
界
萬
霊
等
名
仏
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。
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扶
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そ
の
布
教
の
方
法
は
容
易
で
な
か
っ
た
。
一
六
二
九
年
（
寛
永
六
）
に
は
高
木
村
に
於

い
て
、
摘
発
が
行
わ
れ
、
百
姓
治
郎
右
衛
門
と
い
う
者
が
召
捕
え
ら
れ
転
宗
さ
せ
ら
れ

て
い
る
。
一
六
六
一
年
～
一
六
六
三
年
（
寛
文
年
間
）
に
召
捕
ら
れ
そ
の
後
赦
さ
れ
た

甚
三
郎
、
小
兵
衛
、
角
兵
衛
ら
の
口
述
記
録
を
一
六
六
五
年
（
寛
文
五
）
高
木
村
庄
屋

吉
右
衛
門
が
上
書
き
し
た
も
の
が
小
島
武
宅
に
残
っ
て
い
る
。」（『
扶
桑
町
史
』）（
資

料
7
、
資
料
8
）

犬
山
五
郎
丸
の
満
願
寺
伝
道
所
跡
顕
彰
碑　

所
在
地　

犬
山
市
大
字
五
郎
丸
満
願
寺
十
三
番
地　
〈
地
図
4
〉

　

中
村
米
雄
宅
の
敷
地
内
に
あ
る
「
顕
彰
碑
」
は
、一
九
七
二
年
（
昭
和
四
十
七
）
に
、

犬
山
市
大
字
五
郎
丸
字
万
願
寺
十
三
番
地
に
住
ん
で
い
た
本
人
が
建
立
し
た
も
の
で
あ

る
。
本
人
が
手
写
し
た
「
宗
門
改
め
」
の
資
料
は
、「
橋
爪
地
区
共
有
文
書
」
で
あ
る
。

中
村
家
は
、
先
祖
が
橋
爪
か
ら
移
っ
て
来
た
人
々
で
代
々
庄
屋
格
の
家
柄
で
あ
っ
た
。

中
村
家
の
居
宅
は
寛
文
年
間
キ
リ
シ
タ
ン
宗
徒
が
信
仰
布
教
活
動
を
し
て
い
た
道
場
跡

で
あ
り
、
旧
真
言
宗
万
願
寺
址
で
あ
る
。
禁
教
に
よ
り
破
却
さ
れ
た
後
に
中
村
家
先
祖

横山住雄『尾張と美
濃のキリシタン』中村家奥庭にあるキリシタン

顕彰碑キリシタン伝道所跡

が
橋
爪
か
ら
移
り
住
ん
で
き
た
と
い
わ
れ
る
。
昭
和
の
終
り
頃
ま
で
は
、
中
村
邸
の
南

側
に
広
大
な
桃
畑
二
反
歩
が
あ
り
、
そ
こ
が
寛
文
の
弾
圧
に
よ
る
キ
リ
シ
タ
ン
宗
徒
切

込
み
地
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
現
在
そ
れ
を
示
す
も
の
は
何
も
な
い
（
資
料
9
）。

県
道
五
郎
丸
の
殉
教
者
石
碑

　

県
道
万
願
寺
交
差
点
北
西
に
は
、
赤
芽
樫
の
垣
根
に
沿
っ
て
小
さ
な
社
が
あ

る
。
そ
こ
に
は
祠
が
あ
り
、「
正
徳
壬
辰
二
年
（
一
七
一
二
）
十
一
月
吉
日　

諸

神
諸
仏
諸
菩
薩
」
と
銘
記
さ
れ
た
石
碑
が
建
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
五
郎
丸
は

じ
め
付
近
一
帯
の
殉
教
者
を
追
善
す
る
た
め
に
、
当
時
の
中
村
半
右
衛
門
が
建

立
し
た
も
の
で
あ
る

小
牧
市
岩
崎
の
「
キ
リ
シ
タ
ン
灯
籠
」　

所
在
地　

小
牧
市
大
字
岩
崎
独
山
一
三
三
五
番
地　

観
音
寺
境
内　

〈
地
図
5
〉

五郎丸万願寺信号角の供養塔
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に
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5
〉
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岩
崎
村
で
幕
府
に
よ
る
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
が
あ
っ
た
。
一
六
六
三
年
（
寛
文
三
）
か

ら
一
六
六
七
年
（
寛
文
七
）
の
間
に
起
こ
っ
た
事
件
が
挙
げ
ら
れ
る
。
善
右
衛
門
を
は

じ
め
十
七
名
が
キ
リ
シ
タ
ン
と
し
て
召
し
捕
ら
れ
た
と
岩
崎
「
村
鏡
」
に
記
載
さ
れ
て

い
る
の
が
唯
一
の
記
録
で
あ
る
。 

村
鏡
の
作
成
は
事
件
後
四
十
年
経
っ
た
一
七
〇
八

年
（
宝
永
五
）
キ
リ
シ
タ
ン
捕
縛
の
記
録
は
さ
ら
に
五
十
五
年
後
の
一
七
六
三
年
（
宝

暦
十
三
年
三
月
）
に
書
き
改
め
ら
れ
て
い
た
。
キ
リ
シ
タ
ン
捕
縛
は
庄
屋
格
の
人
達
の

間
で
は
、
事
件
後
百
年
経
て
も
語
り
継
が
れ
て
い
た
。
こ
の
キ
リ
シ
タ
ン
灯
籠
は
小
牧

市
で
唯
一
の
殉
教
史
跡
で
あ
る
。

　

一
六
四
八
年(

慶
安
元
）
十
六
歳
で
岩
崎
に
住
み
着
い
た
岩
崎
兼
松
家
初
代
源
蔵

正
勝
は
、
江
南
の
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
前
野
将
右
衛
門
長
康
よ
り
一
五
八
五
年
（
天
正

十
三
）
三
百
石
の
知
行
を
受
け
、家
臣
で
あ
っ
た
尾
張
藩
士
兼
松
正
成
の
子
で
あ
っ
た
。

当
時
の
知
識
人
で
あ
り
一
六
七
八
年
（
延
宝
六
）
四
十
七
歳
で
歿
す
る
ま
で
の
三
十
年

間
の
出
来
事
で
、
事
件
を
目
撃
し
た
人
で
あ
る
。

　

一
家
全
員
が
召
し
捕
ら
れ
た
善
右
衛
門
は
、こ
の
正
勝
と
同
様
の
家
族
構
成
で
あ
り
、

同
時
代
に
生
き
た
人
物
で
あ
る
。
善
右
衛
門
が
処
刑
さ
れ
た
場
所
は
、
岩
崎
村
郷
新
田

と
推
定
さ
れ
る
が
場
所
は
不
明
で
あ
る
。
天
保
年
間
、
兼
松
家
八
代
目
七
左
衛
門
は
庄

小牧市岩崎観音寺の
「キリシタン灯籠」	
元 兼 松 家 屋 敷 内 に
あったもの、現在は
岩崎山観音寺境内

キリシタン灯籠の脇に
ある切支丹慰霊碑『信
天去地』1953 年旧兼

松屋敷内に建立。

屋
と
し
て
事
件
を
伝
え
聞
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
キ
リ
シ
タ
ン
善
右
衛
門
の
霊
を
弔

い
自
分
の
屋
敷
地
内
の
奥
ま
っ
た
場
所
に
織
部
型
の
灯
籠
を
設
置
し
た
。

旧
兼
松
家
屋
敷
跡
で
発
見
さ
れ
た
灯
籠
は
、
竿
が
地
中
に
掘
建
て
さ
れ
、
柱
の
部
分

が
十
字
形
を
な
し
正
面
キ
リ
ス
ト
像
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
灯
籠
は
花
崗
岩
で
出
来
て
お

り
、
竿
の
形
は
十
字
形
が
相
当
変
形
し
て
、
文
様
も
無
く
時
代
が
下
が
る
形
式
で
、
江

戸
後
期
の
一
八
三
〇
年
～
一
八
四
三
年
（
天
保
年
間
）
の
製
作
年
代
と
推
定
さ
れ
る
キ

リ
シ
タ
ン
灯
籠
で
あ
る
。
こ
の
灯
籠
は
小
牧
市
指
定
有
形
文
化
財
と
し
て
現
在
岩
崎
山

観
音
寺
境
内
に
移
さ
れ
て
い
る
（
資
料
10
）。

岩
崎
山
観
音
寺
境
内
の
延
命
地
蔵
尊

　
　
　
　
　

所
在
地　

小
牧
市
大
字
岩
崎
字
独
山
一
三
三
五
番
地

　

岩
崎
山
の
観
音
寺
境
内
小
洞
に
「
貞
享
四
丁
卯
年
（
一
六
八
七
）
五
月
廿
四
日
」
銘

が
刻
ま
れ
た
死
者
の
霊
を
弔
う
延
命
地
蔵
尊
で
、
尾
張
地
方
の
キ
リ
シ
タ
ン
処
刑
場
で

見
か
け
ら
れ
る
地
蔵
尊
で
あ
る
。
元
の
場
所
は
岩
崎
村
西
部
の
郷
新
田
の
辻
と
い
わ

れ
、キ
リ
シ
タ
ン
宗
徒
と
し
て
処
刑
さ
れ
た
善
右
衛
門
一
家
の
居
た
場
所
と
推
定
さ
れ
、

『村鏡』岩崎村丹羽寅治郎
扣

「切支丹捕縛の覚え」『村鏡』小牧で
の寛文年間切支丹迫害を記した古文
書で唯一の記録
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右
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兼
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。
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。
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一
六
六
一
年
～
一
六
七
二
年
（
寛
文
一
～
寛
文
十
二
）
の
キ
リ
シ
タ
ン
捕
縛
に
関
係
が

あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

大
治
町
馬
嶋
明
眼
院
の
灯
籠　

所
在
地　

海
部
郡
大
治
町
馬
島
北
割
一
一
四
番
地

　

一
六
六
一
年
（
寛
文
元
年
一
月
）、
犬
山
城
下
五
郎
丸
で
神
父
一
名
が
捕
え
ら
れ
、

同
時
に
高
木
村
を
は
じ
め
諸
村
か
ら
多
数
の
キ
リ
シ
タ
ン
が
検
挙
さ
れ
た
。
六
月

二
十
五
日
、
尾
張
藩
は
切
支
丹
奉
行
を
置
い
て
厳
重
に
取
り
締
ま
っ
た
。『
視
聴
実
記

四
』
に
は
「（
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
二
月
二
十
二
日
、馬
嶋
南
坊
（
の
ち
の
明
眼
院
）

住
職
篠
島
配
流
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

中
日
新
聞
文
化
欄
の
記
事
「
忘
れ
水
探
訪
」（
二
〇
〇
八
年
十
二
月
二
十
五
日
）
に

次
の
よ
う
な
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。

「
キ
リ
シ
タ
ン
哀
史
を
秘
め
る
織
部
灯
籠
も
あ
る
。
犬
山
の
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
が
逃

げ
込
ん
だ
際
に
持
ち
込
ん
だ
と
い
う
。
前
住
職
の
奥
様
渡
辺
り
つ
さ
ん
（
八
十
七
才
）

馬嶋眼科院のキリ
シタン灯籠遺跡

観音寺小洞の「延命地蔵尊石仏」
1668 年（貞享四）五月廿四日
の銘がある。

観音寺にある
延命地蔵

は
『
か
ば
っ
た
時
の
住
職
は
流
刑
と
な
っ
た
そ
う
で
、
灯
籠
も
以
前
は
隠
れ
る
よ
う
に

旧
庫
裏
の
坪
庭
に
あ
っ
た
』
と
話
す
。」

　

犬
山
の
キ
リ
シ
タ
ン
が
持
ち
込
ん
だ
と
い
う
キ
リ
シ
タ
ン
灯
籠
は
、
現
在
荒
廃
し
た

境
内
の
西
側
白
山
社
の
あ
る
小
山
の
裾
に
ポ
ツ
ン
と
佇
ん
で
い
る
。
一
六
二
四
年
～

一
六
七
二
年
（
寛
永
～
寛
文
年
間
）
は
尾
張
北
部
地
方
で
は
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
の
嵐
が

吹
き
荒
れ
た
時
代
で
あ
る
。
一
六
六
六
年
（
寛
文
六
）
に
は
、
尾
張
国
丹
羽
郡
塔
ノ
地

村
よ
り
名
古
屋
松
原
刑
場
跡
へ
処
刑
者
の
霊
を
弔
う
た
め
大
仏
を
移
し
た
記
録
が
あ
り

現
在
の
栄
國
寺
に
安
置
さ
れ
て
本
尊
と
な
っ
て
い
る
。

　

キ
リ
シ
タ
ン
宗
徒
は
き
び
し
い
取
締
り
と
捕
縛
を
逃
れ
る
た
め
、
捜
索
の
目
が
届
か

な
い
場
所
と
し
て
勅
願
所
で
あ
っ
た
寺
院
に
逃
れ
て
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
織

部
灯
籠
に
は
文
様
が
あ
り
灯
籠
作
成
期
の
迷
彩
時
代
、一
六
一
五
年
～
一
六
四
三
年（
元

和
寛
永
期
）
の
も
の
と
思
わ
れ
、
総
高
百
六
十
セ
ン
チ
、
尊
像
高
さ
九
十
セ
ン
チ
、
花

崗
岩
で
造
ら
れ
て
い
る
（
資
料
11
）。

２  

名
古
屋
市
内
の
キ
リ
シ
タ
ン
史
跡

尾張名所図会にある
馬嶋眼科院

馬嶋眼科院山門跡 馬嶋眼科院跡
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浄
土
宗
西
山
派 

清
涼
山 

栄
國
寺

所
在
地　

名
古
屋
市
中
区
橘
一
丁
目
二
十
一
・
三
十
八
番
地　

〈
地
図
1
〉

　

栄
國
寺
は
浄
土
宗
西
山
派
清
涼
山
と
号
し
、
尾
張
二
代
藩
主
光
友
が
、

一
六
六
五
年
（
寛
文
五
）
に
建
立
し
た
も
の
で
あ
り
、
も
と
白
川
町
に

あ
っ
た
西
光
院
第
九
世
任
空
可
信
を
開
山
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の

地
域
は
も
と
、
千
本
松
原
と
称
す
る
刑
場
及
び
死
罪
・
病
死
・
行
倒
れ
の
人
々
を
埋

葬
し
、
か
つ
、
キ
リ
シ
タ
ン
宗
徒
二
百
余
人
を
処
刑
し
た
と
こ
ろ
で
、
藩
主
は
刑
場

を
土
器
野
に
移
し
そ
の
跡
に
菩
提
の
た
め
に
建
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
市
文
化
財
指

定
の
阿
弥
陀
如
来
、
仏
足
石
、
千
人
塚
、
円
空
仏
、
キ
リ
シ
タ
ン
遺
物
等
数
多
く
あ
る
。

境
内
に
あ
る
「
切
支
丹
塚
」
に
は
、
一
六
四
九
年
（
慶
安
二
）
町
岡
新
兵
衛
が
建
立

し
た
石
造
供
養
碑
が
あ
り
「
南
無
阿
弥
陀
仏
三
界
萬
霊
等
」
と
銘
記
さ
れ
て
い
る
（
資

料
12
）。

栄國寺西門 町岡新兵衛建立の供養塔
「南無阿弥陀仏三界萬霊等」銘
1649 年（慶安二）

境
内
の
地
蔵
尊

ま
た
碑
の
周
り
に
は
処
刑
者
の
慰
霊
と
冥
福
を
願
い
、
高
さ
百
五
十
セ
ン
チ
の
地
蔵

尊
が
建
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
当
時
尾
北
地
方
で
多
く
作
ら
れ
た
延
命
地
蔵
尊
で
あ
る
。

村
人
の
捕
縛
処
刑
は
農
民
に
と
っ
て
人
手
が
少
な
く
な
る
こ
と
で
あ
り
、
無
念
で
も

あ
っ
た
人
々
が
建
て
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

栄
國
寺
の
地
蔵
尊
は
尾
張
北
部
の
地
蔵
尊
と
同
じ
く
、
キ
リ
シ
タ
ン
宗
徒
の
冥
福
を

祈
っ
て
建
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
地
蔵
尊
の
由
来
は
定
か
で
は
な
い
が
、
そ
の

大
き
さ
造
刻
の
確
か
な
容
姿
か
ら
し
て
尾
北
地
区
で
元
禄
期
に
キ
リ
シ
タ
ン
宗
徒
の
菩

提
を
弔
う
た
め
建
立
さ
れ
た
地
蔵
仏
と
推
察
さ
れ
る
。『
尾
張
名
陽
図
会
』
に
は
栄
國

寺
境
内
に
あ
る
切
支
丹
塚
に
石
塔
阿
弥
陀
仏
と
記
載
さ
れ
、
五
体
の
舟
形
地
蔵
尊
と
柊

の
樹
木
が
あ
る
。

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
建
て
た
顕
彰
碑

一
九
九
七
年
（
平
成
九
）
十
一
月
二
十
三
日
、
日
本
二
十
六
聖
人
殉
教
四
百
年
を
記

念
し
、
カ
ト
リ
ッ
ク
名
古
屋
教
区
長
野
村
純
一
司
教
は
、
住
職
の
若
松
啓
雅
師
の
了
解

を
得
て
、
そ
の
遺
徳
を
慰
め
ん
と
こ
の
殉
教
地
栄
國
寺
境
内
の
町
岡
新
兵
衛
が
建
立
し

阿弥陀如来坐像
（市指定文化財）

キリシタン塚の延命地蔵尊石仏群
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浄
土
宗
西
山
派 

清
涼
山 

栄
國
寺

所
在
地　

名
古
屋
市
中
区
橘
一
丁
目
二
十
一
・
三
十
八
番
地　

〈
地
図
1
〉

　

栄
國
寺
は
浄
土
宗
西
山
派
清
涼
山
と
号
し
、
尾
張
二
代
藩
主
光
友
が
、

一
六
六
五
年
（
寛
文
五
）
に
建
立
し
た
も
の
で
あ
り
、
も
と
白
川
町
に

あ
っ
た
西
光
院
第
九
世
任
空
可
信
を
開
山
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の

地
域
は
も
と
、
千
本
松
原
と
称
す
る
刑
場
及
び
死
罪
・
病
死
・
行
倒
れ
の
人
々
を
埋

葬
し
、
か
つ
、
キ
リ
シ
タ
ン
宗
徒
二
百
余
人
を
処
刑
し
た
と
こ
ろ
で
、
藩
主
は
刑
場

を
土
器
野
に
移
し
そ
の
跡
に
菩
提
の
た
め
に
建
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
市
文
化
財
指

定
の
阿
弥
陀
如
来
、
仏
足
石
、
千
人
塚
、
円
空
仏
、
キ
リ
シ
タ
ン
遺
物
等
数
多
く
あ
る
。

境
内
に
あ
る
「
切
支
丹
塚
」
に
は
、
一
六
四
九
年
（
慶
安
二
）
町
岡
新
兵
衛
が
建
立

し
た
石
造
供
養
碑
が
あ
り
「
南
無
阿
弥
陀
仏
三
界
萬
霊
等
」
と
銘
記
さ
れ
て
い
る
（
資

料
12
）。

栄國寺西門 町岡新兵衛建立の供養塔
「南無阿弥陀仏三界萬霊等」銘
1649 年（慶安二）

境
内
の
地
蔵
尊

ま
た
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の
周
り
に
は
処
刑
者
の
慰
霊
と
冥
福
を
願
い
、
高
さ
百
五
十
セ
ン
チ
の
地
蔵

尊
が
建
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
当
時
尾
北
地
方
で
多
く
作
ら
れ
た
延
命
地
蔵
尊
で
あ
る
。

村
人
の
捕
縛
処
刑
は
農
民
に
と
っ
て
人
手
が
少
な
く
な
る
こ
と
で
あ
り
、
無
念
で
も

あ
っ
た
人
々
が
建
て
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

栄
國
寺
の
地
蔵
尊
は
尾
張
北
部
の
地
蔵
尊
と
同
じ
く
、
キ
リ
シ
タ
ン
宗
徒
の
冥
福
を

祈
っ
て
建
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
地
蔵
尊
の
由
来
は
定
か
で
は
な
い
が
、
そ
の

大
き
さ
造
刻
の
確
か
な
容
姿
か
ら
し
て
尾
北
地
区
で
元
禄
期
に
キ
リ
シ
タ
ン
宗
徒
の
菩

提
を
弔
う
た
め
建
立
さ
れ
た
地
蔵
仏
と
推
察
さ
れ
る
。『
尾
張
名
陽
図
会
』
に
は
栄
國

寺
境
内
に
あ
る
切
支
丹
塚
に
石
塔
阿
弥
陀
仏
と
記
載
さ
れ
、
五
体
の
舟
形
地
蔵
尊
と
柊

の
樹
木
が
あ
る
。

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
建
て
た
顕
彰
碑

一
九
九
七
年
（
平
成
九
）
十
一
月
二
十
三
日
、
日
本
二
十
六
聖
人
殉
教
四
百
年
を
記

念
し
、
カ
ト
リ
ッ
ク
名
古
屋
教
区
長
野
村
純
一
司
教
は
、
住
職
の
若
松
啓
雅
師
の
了
解

を
得
て
、
そ
の
遺
徳
を
慰
め
ん
と
こ
の
殉
教
地
栄
國
寺
境
内
の
町
岡
新
兵
衛
が
建
立
し

阿弥陀如来坐像
（市指定文化財）

キリシタン塚の延命地蔵尊石仏群
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た
供
養
塔
「
南
無
阿
弥
陀
仏
三
界
万
霊
等
」
の
横
に
殉
教
史
を
記
し
た
顕
彰
碑
を
建
立

し
た
。
そ
れ
以
後
、
名
古
屋
教
区
は
毎
年
二
月
の
第
一
土
曜
日
に
殉
教
者
顕
彰
の
ミ
サ

を
行
な
っ
て
い
る
。

「
キ
リ
シ
タ
ン
史
跡
公
園
」
計
画

　

二
〇
〇
六
年
（
平
成
十
八
）
五
月
六
日
、
栄
國
寺
若
松
啓
雅
住
職
よ
り
、
栄
國
寺
南

側
の
土
地
四
百
坪
が
売
地
と
な
り
、
そ
の
内
千
人
塚
の
南
側
四
十
坪
を
取
得
し
た
と
の

連
絡
が
あ
っ
た
。
隣
地
の
名
古
屋
市
の
公
園
ド
ン
グ
リ
広
場
と
あ
わ
せ
て
、
キ
リ
シ
タ

ン
の
歴
史
史
跡
公
園
を
作
り
保
存
を
は
か
る
目
的
で
あ
っ
た
。
現
在
は
境
内
南
側
の
市

道
に
史
跡
公
園
の
入
り
口
が
設
け
ら
れ
、
史
跡
が
よ
く
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

栄
國
寺
に
眠
る
明
治
十
一
年
銘
墓
石
の
主

　
栄
國
寺
境
内
の
墓
地
に
町
岡
新
兵
衛
が
建
立
し
た
慰
霊
碑
が
あ
り
、
そ
の
側
に
西

洋
式
墓
石
が
あ
る
。
墓
石
の
主
は
一
体
誰
で
あ
る
か
寺
に
も
由
来
を
記
し
た
も
の
は
な

く
、
墓
碑
に
刻
ま
れ
た
銘
「
昂
那
（
ア
ン
ナ
）
鈴
木
墓　

一
八
七
八
年
（
明
治
十
一
）

七
月
十
九
日
眠　

享
年
二
歳
」
よ
り
推
測
し
て
み
る
。

キリシタン顕彰碑
カトリック名古屋教区建立

栄國寺史跡公園キリシタン塚

　

名
古
屋
地
区
で
最
初
の
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
は
ロ
シ
ア
正
教
の
信
者
に
よ
る
。

一
八
七
三
年
（
明
治
六
）
に
「
東
京
ニ
コ
ラ
イ
（
露
語
学
校
）
の
生
徒
、
影
田
、
宮
本

の
二
人
が
名
古
屋
区
南
中
ノ
町
に
耶
蘇
教
の
仮
教
場
を
設
け
た
」
こ
と
に
始
ま
る
。
日

本
基
督
一
致
教
会
の
名
古
屋
伝
道
開
始
は
一
八
七
八
年
（
明
治
十
一
）
十
二
月
、
東
京

麹
町
教
会
に
よ
っ
て
、
実
質
的
に
は
米
国
オ
ラ
ン
ダ
改
革
派
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
行

わ
れ
て
い
る
。
そ
の
直
前
同
九
月
頃
名
古
屋
の
鈴
木
鉀
次
郎
か
ら
東
京
新
栄
橋
教
会
の

小
川
義
綏
牧
師
に
伝
道
者
要
請
の
手
紙
が
あ
っ
た
。「
鈴
木
鉀
次
郎
は
一
八
六
九
年（
明

治
二
年
一
月
五
日
）、
横
浜
で
米
国
長
老
派
宣
教
師
タ
ム
ソ
ン
か
ら
洗
礼
を
受
け
た
元

宮
津
藩
士
で
、
一
八
七
八
年
（
明
治
十
一
）
頃
は
名
古
屋
裁
判
所
判
事
の
公
務
の
余
暇

に
福
音
を
講
じ
、
毎
日
退
庁
後
に
聖
書
を
輪
読
し
、
彼
の
部
下
か
ら
数
名
の
求
道
者
が

生
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
っ
た
。」（
真
山
光
彌　
『
尾
張
名
古
屋
の
キ
リ
ス
ト
教
─
名
古

屋
教
会
の
草
創
期
─
』）

こ
の
人
が
墓
碑
銘
に
あ
る
鈴
木
姓
を
名
乗
っ
た
当
時
の
信
者
で
は
な
い
か
と
推
測
さ

れ
る
。
一
八
七
三
年
（
明
治
六
）
二
月
二
十
四
日
、
太
政
官
布
告
を
以
て
キ
リ
シ
タ
ン

禁
制
の
高
札
は
撤
去
さ
れ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
が
解
禁
さ
れ
た
も
の
の
、
名
古
屋
で
未
だ

理
解
が
得
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
当
時
は
、
禁
教
下
で
洗
礼
を
受
け
た
鈴
木
の
十
字
架
を

切支丹供養塔と顕彰碑「昂那（アンナ）鈴木墓」銘墓碑
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た
供
養
塔
「
南
無
阿
弥
陀
仏
三
界
万
霊
等
」
の
横
に
殉
教
史
を
記
し
た
顕
彰
碑
を
建
立

し
た
。
そ
れ
以
後
、
名
古
屋
教
区
は
毎
年
二
月
の
第
一
土
曜
日
に
殉
教
者
顕
彰
の
ミ
サ

を
行
な
っ
て
い
る
。

「
キ
リ
シ
タ
ン
史
跡
公
園
」
計
画

　

二
〇
〇
六
年
（
平
成
十
八
）
五
月
六
日
、
栄
國
寺
若
松
啓
雅
住
職
よ
り
、
栄
國
寺
南

側
の
土
地
四
百
坪
が
売
地
と
な
り
、
そ
の
内
千
人
塚
の
南
側
四
十
坪
を
取
得
し
た
と
の

連
絡
が
あ
っ
た
。
隣
地
の
名
古
屋
市
の
公
園
ド
ン
グ
リ
広
場
と
あ
わ
せ
て
、
キ
リ
シ
タ

ン
の
歴
史
史
跡
公
園
を
作
り
保
存
を
は
か
る
目
的
で
あ
っ
た
。
現
在
は
境
内
南
側
の
市

道
に
史
跡
公
園
の
入
り
口
が
設
け
ら
れ
、
史
跡
が
よ
く
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

栄
國
寺
に
眠
る
明
治
十
一
年
銘
墓
石
の
主

　
栄
國
寺
境
内
の
墓
地
に
町
岡
新
兵
衛
が
建
立
し
た
慰
霊
碑
が
あ
り
、
そ
の
側
に
西

洋
式
墓
石
が
あ
る
。
墓
石
の
主
は
一
体
誰
で
あ
る
か
寺
に
も
由
来
を
記
し
た
も
の
は
な

く
、
墓
碑
に
刻
ま
れ
た
銘
「
昂
那
（
ア
ン
ナ
）
鈴
木
墓　

一
八
七
八
年
（
明
治
十
一
）

七
月
十
九
日
眠　

享
年
二
歳
」
よ
り
推
測
し
て
み
る
。

キリシタン顕彰碑
カトリック名古屋教区建立

栄國寺史跡公園キリシタン塚

　

名
古
屋
地
区
で
最
初
の
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
は
ロ
シ
ア
正
教
の
信
者
に
よ
る
。

一
八
七
三
年
（
明
治
六
）
に
「
東
京
ニ
コ
ラ
イ
（
露
語
学
校
）
の
生
徒
、
影
田
、
宮
本

の
二
人
が
名
古
屋
区
南
中
ノ
町
に
耶
蘇
教
の
仮
教
場
を
設
け
た
」
こ
と
に
始
ま
る
。
日

本
基
督
一
致
教
会
の
名
古
屋
伝
道
開
始
は
一
八
七
八
年
（
明
治
十
一
）
十
二
月
、
東
京

麹
町
教
会
に
よ
っ
て
、
実
質
的
に
は
米
国
オ
ラ
ン
ダ
改
革
派
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
行

わ
れ
て
い
る
。
そ
の
直
前
同
九
月
頃
名
古
屋
の
鈴
木
鉀
次
郎
か
ら
東
京
新
栄
橋
教
会
の

小
川
義
綏
牧
師
に
伝
道
者
要
請
の
手
紙
が
あ
っ
た
。「
鈴
木
鉀
次
郎
は
一
八
六
九
年（
明

治
二
年
一
月
五
日
）、
横
浜
で
米
国
長
老
派
宣
教
師
タ
ム
ソ
ン
か
ら
洗
礼
を
受
け
た
元

宮
津
藩
士
で
、
一
八
七
八
年
（
明
治
十
一
）
頃
は
名
古
屋
裁
判
所
判
事
の
公
務
の
余
暇

に
福
音
を
講
じ
、
毎
日
退
庁
後
に
聖
書
を
輪
読
し
、
彼
の
部
下
か
ら
数
名
の
求
道
者
が

生
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
っ
た
。」（
真
山
光
彌　
『
尾
張
名
古
屋
の
キ
リ
ス
ト
教
─
名
古

屋
教
会
の
草
創
期
─
』）

こ
の
人
が
墓
碑
銘
に
あ
る
鈴
木
姓
を
名
乗
っ
た
当
時
の
信
者
で
は
な
い
か
と
推
測
さ

れ
る
。
一
八
七
三
年
（
明
治
六
）
二
月
二
十
四
日
、
太
政
官
布
告
を
以
て
キ
リ
シ
タ
ン

禁
制
の
高
札
は
撤
去
さ
れ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
が
解
禁
さ
れ
た
も
の
の
、
名
古
屋
で
未
だ

理
解
が
得
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
当
時
は
、
禁
教
下
で
洗
礼
を
受
け
た
鈴
木
の
十
字
架
を

切支丹供養塔と顕彰碑「昂那（アンナ）鈴木墓」銘墓碑
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刻
ん
だ
墓
碑
を
安
置
し
て
く
れ
る
場
所
は
他
に
な
く
、
栄
國
寺
の
寛
大
な
措
置
を
受
け

埋
葬
を
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

尾
張
藩
処
刑
場
跡
（
土
器
野
処
刑
場
）

所
在
地　

清
洲
市
新
川
町
上
河
原
六
番
地
先　
〈
地
図
13
〉

　

江
戸
時
代
の
尾
張
藩
は
罪
人
を
広
小
路
牢
屋
敷
に
収
容
し
、
そ
の
中
で
極
悪
人
を
極

刑
に
処
し
て
、
新
川
町
土
器
野
（
か
わ
ら
け
の
）
新
田
の
上
河
原
で
斬
首
し
た
。
そ
れ

ま
で
処
刑
場
は
名
古
屋
城
下
町
外
れ
の
千
本
松
原
（
現
在
の
中
区
橘
に
あ
る
栄
國
寺
付

近
）
に
あ
っ
た
が
、
尾
張
二
代
藩
主
光
友
が
一
六
六
五
年
（
寛
文
五
）
こ
の
地
に
移
し

て
い
る
。
名
鉄
本
線
の
新
川
橋
駅
北
側
を
線
路
沿
い
に
東
へ
向
い
「
北
中
野
公
園
」
の

先
の
小
路
を
入
っ
た
住
宅
地
に
挟
ま
れ
た
と
こ
ろ
に
墓
地
が
あ
る
。
こ
こ
よ
り
東
の
高

岳
工
場
敷
地
に
か
け
て
は
処
刑
場
跡
で
、
一
八
九
七
年
（
明
治
三
十
）
二
月
こ
こ
に
立

て
ら
れ
た
「
尾
張
藩
処
刑
場
跡
」
と
刻
ま
れ
た
案
内
石
柱
は
、
最
近
に
な
っ
て
美
濃
街

道
沿
い
の
瑞
正
寺
境
内
に
移
さ
れ
て
い
る
。

　

尾
張
藩
で
は
凶
悪
犯
の
場
合
，
罪
状
を
書
い
た
立
て
札
を
先
頭
に
し
て
罪
人
を
裸

尾張藩処刑場「土器野処刑場」跡美濃路街道より処刑場跡へ入る辻	
処刑場跡入口のお休み所「飴茶屋」

馬
に
乗
せ
広
小
路
牢
屋
敷
か
ら
処
刑
場

ま
で
市
中
引
き
回
し
、
五
条
橋
を
渡
っ

て
枇
杷
島
か
ら
美
濃
街
道
を
進
み
、
新

川
橋
の
手
前
瑞
正
寺
に
立
ち
寄
り
、

一
八
一
三
年
（
文
化
十
年
五
月
）
建
立

の
高
さ
約
四
メ
ー
ト
ル
の
刑
死
者
供
養

の
大
宝
塔
前
で
合
掌
礼
拝
し
刑
場
に

至
っ
た
。
現
在
の
美
濃
街
道
は
一
部
古
い
町
並
み
を
残
し
て
い
る
が
、
瑞
正
寺
と
お
休

み
処
「
飴
茶
屋
」
の
間
を
北
向
き
に
入
っ
て
名
鉄
高
架
下
を
く
ぐ
り
細
道
を
東
に
約
百

メ
ー
ト
ル
行
っ
た
民
家
に
挟
ま
れ
た
奥
の
線
路
脇
に
あ
る
墓
地
が
刑
場
跡
で
あ
る
。

八
事
興
正
寺
に
あ
る
キ
リ
シ
タ
ン
灯
籠　

所
在
地　

名
古
屋
市
昭
和
区
八
事
本
町　
〈
地
図
8
〉

　

一
九
七
一
年
（
昭
和
四
十
六
）
の
春
、
神
言
会
の
青
山
玄
神
父
が
興
正
寺
境
内
墓
地

の
織
部
灯
籠
を
調
査
し
た
。「
そ
の
時
は
墓
地
内
で
織
部
灯
籠
四
基
を
見
つ
け
た
が
、

尾張藩処刑場跡碑と慰霊塔

瑞正寺の「尾張藩処刑場碑」

八事山興正寺山門
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か
ね
て
平
田
伸
夫
氏
よ
り
も
う
一
基
寺
院
の
中
庭
に
あ
る
と
聞
い
て
い
た
の
で
、
日
を

あ
ら
た
め
興
正
寺
の
住
職
を
訪
れ
た
。
本
堂
前
か
ら
廊
下
を
経
て
通
さ
れ
た
小
さ
な
中

庭
の
一
隅
に
は
、
か
な
り
風
化
し
た
花
崗
岩
の
竿
部
を
も
つ
織
部
灯
籠
が
建
っ
て
い

た
。
竿
部
の
高
さ
は
約
八
十
セ
ン
チ
で
、
製
作
年
代
は
不
明
だ
が
、
表
面
下
半
分
に
手

を
合
わ
せ
て
立
つ
人
像
が
、
幼
稚
に
浅
く
陽
刻
し
て
あ
る
。
像
は
法
衣
の
よ
う
な
も
の

を
着
て
お
り
，
頭
部
が
真
ん
丸
に
近
い
形
で
、
四
頭
身
ほ
ど
の
大
き
さ
で
あ
る
。
竿
部

の
裏
に
は
、（
サ
）・（
カ
ン
）・（
カ
）
と
い
う
三
つ
の
梵
字
が
縦
に
陰
刻
さ
れ
て
い
て
、

住
職
の
説
明
に
よ
る
と
、
こ
れ
は
、
観
音
、
不
動
、
地
蔵
を
意
味
す
る
と
い
う
。
灯
籠

は
昔
か
ら
興
正
寺
門
前
の
電
車
道
の
そ
ば
に
建
っ
て
い
た
が
、
一
九
四
〇
年
（
昭
和

十
五
）
に
門
を
修
復
し
た
時
、
現
在
地
に
移
さ
れ
た
」（『
キ
リ
シ
タ
ン
文
化
研
究
会
会

報
』
21
）。

名
古
屋
の
浦
上
キ
リ
シ
タ
ン
史
跡　
西
掛
所
・
牢
屋
敷
跡

　
　
　
　
　

所
在
地　

名
古
屋
市
中
区　

西
本
願
寺
名
古
屋
別
院
内　
〈
地
図
3
〉

　

名
古
屋
藩
に
預
け
ら
れ
た
の
は
、
主
と
し
て
浦
上
家
野
郷
城
之
越
の
人
々
で
、
戸
主

興正寺本堂奥、普門園北の
竹林にあるキリシタン灯籠

西掛所跡（現在の西本願寺名古屋別院）

の
男
性
六
〇
名
は
一
八
七
〇
年
（
明
治
三
年
一
月
五
日
）、
立
山
役
所
に
集
め
ら
れ
、

大
波
止
で
乗
船
し
、
瀬
戸
内
海
を
経
て
大
阪
八
軒
屋
と
い
う
船
着
き
場
に
着
い
た
。
一

同
は
腰
紐
で
数
珠
つ
な
ぎ
と
な
っ
て
徒
歩
六
日
目
に
名
古
屋
に
着
き
、
広
小
路
の
獄
舎

（
現
在
の
名
古
屋
市
中
区
栄
三
丁
目
）に
収
容
さ
れ
た
。
こ
こ
は
藩
の
牢
屋
敷
で
、揚
屋
・

新
牢
・
雁
木
牢
・
大
牢
・
小
牢
・
六
間
牢
・
女
牢
に
分
れ
、
矢
来
・
忍
び
返
し
を
取
り

付
け
た
高
塀
に
囲
ま
れ
て
い
た
。
記
録
に
よ
れ
ば
、
改
心
し
な
い
者
を
こ
の
雁
木
牢
に

い
れ
て
、
改
心
を
迫
っ
た
と
い
う
。
女
子
流
配
者
が
収
容
さ
れ
た
の
は
西
掛
所
で
、
当

時
は
西
本
願
寺
掛
所
と
い
わ
れ
て
い
た
。

浦
上
キ
リ
シ
タ
ン
牢
死
者
の
埋
葬
場
所　

所
在
地　

名
古
屋
市
昭
和
区
八
事
本
町
興
正
寺
西
山
神
葬
墓
地
附
近

〈
地
図
8
〉

外
国
政
府
の
強
硬
な
抗
議
に
よ
り
、
明
治
政
府
は
一
八
七
三
年
（
明
治
六
）
二
月

二
十
四
日
、
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
の
高
札
を
撤
去
し
、
続
く
三
月
十
四
日
「
太
政
官
達
」

を
以
っ
て
「
長
崎
県
下
異
宗
徒
帰
籍
」
が
発
令
さ
れ
、
愛
知
県
も
浦
上
キ
リ
シ
タ
ン
を

広小路本町の牢屋敷跡



100101

か
ね
て
平
田
伸
夫
氏
よ
り
も
う
一
基
寺
院
の
中
庭
に
あ
る
と
聞
い
て
い
た
の
で
、
日
を

あ
ら
た
め
興
正
寺
の
住
職
を
訪
れ
た
。
本
堂
前
か
ら
廊
下
を
経
て
通
さ
れ
た
小
さ
な
中

庭
の
一
隅
に
は
、
か
な
り
風
化
し
た
花
崗
岩
の
竿
部
を
も
つ
織
部
灯
籠
が
建
っ
て
い

た
。
竿
部
の
高
さ
は
約
八
十
セ
ン
チ
で
、
製
作
年
代
は
不
明
だ
が
、
表
面
下
半
分
に
手

を
合
わ
せ
て
立
つ
人
像
が
、
幼
稚
に
浅
く
陽
刻
し
て
あ
る
。
像
は
法
衣
の
よ
う
な
も
の

を
着
て
お
り
，
頭
部
が
真
ん
丸
に
近
い
形
で
、
四
頭
身
ほ
ど
の
大
き
さ
で
あ
る
。
竿
部

の
裏
に
は
、（
サ
）・（
カ
ン
）・（
カ
）
と
い
う
三
つ
の
梵
字
が
縦
に
陰
刻
さ
れ
て
い
て
、

住
職
の
説
明
に
よ
る
と
、
こ
れ
は
、
観
音
、
不
動
、
地
蔵
を
意
味
す
る
と
い
う
。
灯
籠

は
昔
か
ら
興
正
寺
門
前
の
電
車
道
の
そ
ば
に
建
っ
て
い
た
が
、
一
九
四
〇
年
（
昭
和

十
五
）
に
門
を
修
復
し
た
時
、
現
在
地
に
移
さ
れ
た
」（『
キ
リ
シ
タ
ン
文
化
研
究
会
会

報
』
21
）。

名
古
屋
の
浦
上
キ
リ
シ
タ
ン
史
跡　
西
掛
所
・
牢
屋
敷
跡

　
　
　
　
　

所
在
地　

名
古
屋
市
中
区　

西
本
願
寺
名
古
屋
別
院
内　
〈
地
図
3
〉

　

名
古
屋
藩
に
預
け
ら
れ
た
の
は
、
主
と
し
て
浦
上
家
野
郷
城
之
越
の
人
々
で
、
戸
主

興正寺本堂奥、普門園北の
竹林にあるキリシタン灯籠

西掛所跡（現在の西本願寺名古屋別院）

の
男
性
六
〇
名
は
一
八
七
〇
年
（
明
治
三
年
一
月
五
日
）、
立
山
役
所
に
集
め
ら
れ
、

大
波
止
で
乗
船
し
、
瀬
戸
内
海
を
経
て
大
阪
八
軒
屋
と
い
う
船
着
き
場
に
着
い
た
。
一

同
は
腰
紐
で
数
珠
つ
な
ぎ
と
な
っ
て
徒
歩
六
日
目
に
名
古
屋
に
着
き
、
広
小
路
の
獄
舎

（
現
在
の
名
古
屋
市
中
区
栄
三
丁
目
）に
収
容
さ
れ
た
。
こ
こ
は
藩
の
牢
屋
敷
で
、揚
屋
・

新
牢
・
雁
木
牢
・
大
牢
・
小
牢
・
六
間
牢
・
女
牢
に
分
れ
、
矢
来
・
忍
び
返
し
を
取
り

付
け
た
高
塀
に
囲
ま
れ
て
い
た
。
記
録
に
よ
れ
ば
、
改
心
し
な
い
者
を
こ
の
雁
木
牢
に

い
れ
て
、
改
心
を
迫
っ
た
と
い
う
。
女
子
流
配
者
が
収
容
さ
れ
た
の
は
西
掛
所
で
、
当

時
は
西
本
願
寺
掛
所
と
い
わ
れ
て
い
た
。

浦
上
キ
リ
シ
タ
ン
牢
死
者
の
埋
葬
場
所　

所
在
地　

名
古
屋
市
昭
和
区
八
事
本
町
興
正
寺
西
山
神
葬
墓
地
附
近

〈
地
図
8
〉

外
国
政
府
の
強
硬
な
抗
議
に
よ
り
、
明
治
政
府
は
一
八
七
三
年
（
明
治
六
）
二
月

二
十
四
日
、
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
の
高
札
を
撤
去
し
、
続
く
三
月
十
四
日
「
太
政
官
達
」

を
以
っ
て
「
長
崎
県
下
異
宗
徒
帰
籍
」
が
発
令
さ
れ
、
愛
知
県
も
浦
上
キ
リ
シ
タ
ン
を

広小路本町の牢屋敷跡



102103

長
崎
へ
送
還
す
る
。
信
徒
た
ち
は
、
陸
路
大
阪
へ
、
大
阪
か
ら
海
路
に
て
同
年
四
月

二
十
八
日
に
長
崎
に
無
事
帰
郷
し
た
。
浦
上
信
徒
の
牢
死
者
八
十
二
名
に
つ
い
て
は
、

『
井
上
秀
斎
伝
道
日
記
』
に
「
囚
人
の
死
体
を
名
古
屋
の
東
方
神
道
埋
葬
墓
地
に
埋
葬
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
場
所
は
、
現
在
の
興
正
寺
西
山
の
神
葬
墓
地
の
南
端
の
山
林

と
考
え
ら
れ
る
。
一
九
五
三
年
（
昭
和
二
十
八
）
に
行
わ
れ
た
建
築
工
事
の
折
、
人
骨

の
入
っ
た
南
蛮
壷
の
よ
う
な
素
焼
き
の
細
長
い
壷
が
掘
り
出
さ
れ
て
い
る
。
青
山
玄
神

父
は
一
九
六
八
年
（
昭
和
四
十
三
）
に
調
査
し
た
結
果
を
「
名
古
屋
藩
預
け
浦
上
信
徒

の
牢
死
者
埋
葬
跡
」（『
キ
リ
シ
タ
ン
文
化
研
究
』
21
）
で
発
表
し
た
。
さ
ら
に
「
浦
上

キ
リ
シ
タ
ン
の
名
古
屋
藩
預
け
」（
同
22
）で
名
古
屋
市
の
蓬
左
文
庫
で
発
見
さ
れ
た『
御

預
異
宗
徒
御
引
渡
一
巻
』、『
明
治
一
年
雑
記
録
』、『
明
治
四
辛
未
雑
記
録
』
の
調
査
結

果
と
外
国
文
書
を
参
照
し
そ
の
歴
史
を
明
ら
か
に
し
た
。

名
古
屋
城
内
茶
室
「
織
部
堂
」
前
の
織
部
灯
籠

　
　
　
　
　

所
在
地　

名
古
屋
市
中
区
本
丸
一
番
一
号

興正寺西方の信号交差点より北入り

神葬墓地入口の石柱

　

一
六
四
四
年
（
正
保
元
）
に
、
名
古
屋
城
内
の
奥
女
中
が
キ
リ
シ
タ
ン
宗
徒
と
し
て

召
し
捕
え
ら
れ
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
。
当
時
は
ま
だ
キ
リ
シ
タ
ン
に
対
す
る
取
締
り

は
厳
し
く
な
か
っ
た
。

　

名
古
屋
城
内
の
茶
室
「
織
部
堂
」
前
に
「
織
部
灯
籠
」
が
あ
る
。
こ
の
石
灯
籠
は
、

如
春
庵
森
川
勘
一
郎
に
よ
れ
ば
、
熱
田
加
藤
家
伝
来
の
「
わ
が
国
で
も
っ
と
も
古
く
か

つ
由
緒
正
し
い
唯
一
の
織
部
灯
籠
」
で
あ
る
。
古
田
織
部
正
重
勝
（
一
五
四
四
年
～

一
六
一
五
年
）
は
名
古
屋
城
築
城
後
、
数
寄
屋
普
請
を
行
っ
た
時
、
名
古
屋
市
熱
田
区

伝
馬
に
あ
っ
た
加
藤
図
書
助
の
館
に
滞
在
し
て
お
り
、
そ
の
当
時
好
ん
で
造
ら
せ
た
灯

籠
で
あ
る
（
中
日
新
聞　
「
忘
れ
水
探
訪
」　

資
料
13
）。

　

土
岐
頼
芸
（
よ
り
な
り
）
の
子
、
古
田
織
部
正
重
勝
は
、
美
濃
国
（
現
在
の
本
巣
郡

本
巣
町
山
口
）
の
生
ま
れ
。
重
勝
は
幼
名
を
景
安
と
い
い
、
の
ち
に
左
介
、
従
五
位
下

織
部
正
重
然
と
な
る
。
信
長
の
死
後
秀
吉
に
仕
え
て
武
将
と
し
て
活
動
す
る
。
ま
た
、

茶
人
と
し
て
は
一
五
八
二
年
（
天
正
十
）
頃
に
千
利
休
と
知
り
合
っ
て
弟
子
と
な
り
利

休
七
哲
の
一
人
と
さ
れ
る
。
一
五
八
五
年
（
天
正
十
三
）、
秀
吉
が
関
白
に
な
る
と
、

織
部
正
の
（
従
五
位
下
）
の
位
階
と
山
城
国
西
岡
に
所
領
三
万
五
千
石
を
与
え
ら
れ
た
。

一
五
八
七
年
（
天
正
十
五
）
の
こ
ろ
か
ら
大
名
茶
人
と
し
て
活
躍
す
る
。
一
五
九
一
年

名古屋城内茶室
「織部堂」前の織部灯籠	
茶席「織部堂」前にあり、
熱田加藤家伝来の織部灯籠
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葬
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（
天
正
十
九
）
利
休
亡
き
後
、
そ
の
地
位
を
継
承
、
豊
臣
家
の
筆
頭
茶
人
と
な
っ
た
。

笠
寺
観
音
に
あ
る
キ
リ
シ
タ
ン
灯
籠　

所
在
地　

名
古
屋
市
南
区
笠
寺
町
上
新
町
八
十
三
番
地

名
古
屋
市
南
区
笠
寺
町
の
笠
覆
寺
（
笠
寺
観
音
）
墓
地
に
「
切
支
丹
灯
籠
」
が
あ
る
。

近
年
こ
の
灯
籠
の
前
に
立
派
な
案
内
の
石
標
が
建
て
ら
れ
た
。
こ
の
灯
籠
は
墓
碑
と

し
て
使
用
さ
れ
た
キ
リ
シ
タ
ン
灯
籠
の
創
造
期
の
典
型
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
尊
像
も
美

し
い
が
、
そ
の
由
来
は
不
詳
で
あ
る
。

松
田
重
雄
の
『
全
国
切
支
丹
燈
籠
型
分
類
』
に
よ
る
と
、「
こ
の
燈
籠
は
時
代
と
し

て
、
創
造
時
代
に
属
し
、
尊
像
は
ア
ー
チ
型
イ
エ
ス
像
で
、
尊
像
は
八
頭
身
、
竿
丈

八
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、足
左
右
開
、竿
上
大
穴
あ
り
、元
禄
八
乙
亥
年
（
一
六
九
五
）

十
二
月
、
不
着
和
南
銘
、
戒
名
八
名
、
追
刻
あ
り
。
現
状
は
宝
珠
・
笠
・
竿
あ
り
。
岩

質
は
花
崗
岩
異
質
、
墓
標
と
し
て
転
用
さ
れ
て
い
る
」
と
あ
る
。

愛
知
郡
高
田
村
の
キ
リ
シ
タ
ン　

笠覆寺の切支丹灯籠

所
在
地　

名
古
屋
市
瑞
穂
区
瑞
穂
町（
名
古
屋
市
立
大
学
経
済
学
部
構
内
）

　
　
　
　
　
〈
地
図
2
〉

　

瑞
穂
区
雁
道
町
四
丁
目
に
住
ん
で
い
た
福
島
利
雄
に
よ
れ
ば
、
昔
こ
の
旧
高
田
村
に

は
野
墓
が
数
多
く
散
在
し
て
い
た
が
、
昭
和
初
期
の
耕
地
整
理
の
時
に
、
そ
れ
ら
の
墓

を
各
寺
に
移
し
た
。
福
島
家
の
檀
那
寺
で
あ
る
盛
屋
寺
の
老
僧
の
話
に
よ
れ
ば
、
む
か

し
多
く
の
キ
リ
シ
タ
ン
が
処
刑
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。『
尾
張
徇
行
記
』
に
は
、

「
寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）
末
年
在
々
切
支
丹
宗
門
ノ
者
共
七
百
四
十
五
名
、
外
ニ
乳

呑
子
十
四
名
、
七
月
二
十
八
日
召
捕
入
牢
セ
シ
ム
」
と
あ
り
、
彼
等
が
高
田
村
で
同
七

年
十
月
に
処
刑
さ
れ
た
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。『
古
義
』
や
『
寛
文
覚
書
』『
編
年
大

略
』
そ
の
他
に
も
同
様
に
書
か
れ
て
い
る
。

　
「
寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）
十
月
の
キ
リ
シ
タ
ン
大
量
処
刑
直
後
の
十
一
月
に
、
現

在
名
市
大
構
内
に
あ
る
前
述
し
た
円
墳
（
剣
ヶ
森
古
墳
）
上
に
天
照
皇
大
神
を
祀
る
神

明
社
が
建
立
さ
れ
た
が
、
こ
の
円
墳
の
南
八
十
メ
ー
ト
ル
程
の
所
に
は
長
さ
七
十
一

メ
ー
ト
ル
の
前
方
後
円
墳
、
い
わ
ゆ
る
「
八
高
古
墳
」
が
あ
り
、
そ
の
東
南
に
は
長
さ

旧高田村剣ヶ森古墳	
キリシタン処刑地跡

殉教地高田村の現在地図
現在の名古屋市立大学経済学部
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現在の名古屋市立大学経済学部
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八
十
七
メ
ー
ト
ル
の
前
方
後
円
墳
、
い
わ
ゆ
る
「
高
田
古
墳
」
が
あ
る
事
を
考
え
合
わ

せ
る
と
、
寛
文
七
年
の
処
刑
は
旧
高
田
村
新
田
字
藤
塚
の
村
は
ず
れ
と
言
っ
て
よ
い
。

こ
の
淋
し
い
前
方
後
円
墳
地
帯
の
北
側
で
な
さ
れ
、
そ
の
受
難
者
の
鎮
魂
の
た
め
、
直

径
二
十
四
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
二
メ
ー
ト
ル
程
の
円
墳
上
に
神
明
社
が
建
て
ら
れ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
神
域
の
面
積
は
約
三
百
坪
で
、
昔
は
そ
の
周
囲
に
め
ぐ
ら
せ
た
堀
に
水

を
た
た
え
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）
の
処
刑
の
三
十
三

年
忌
に
当
る
元
禄
十
二
年
（
一
六
九
九
）
五
月
二
十
七
日
に
、
こ
の
神
明
社
の
東
南

二
百
メ
ー
ト
ル
余
の
地
点
に
、
浄
土
宗
養
林
寺
の
末
寺
信
正
寺
が
建
立
さ
れ
た
こ
と
も

注
目
を
引
く
。
養
林
寺
は
、
慶
長
年
間
に
岐
阜
か
ら
現
在
の
名
古
屋
市
中
区
白
川
町
に

移
さ
れ
、
寺
尾
土
佐
守
直
政
の
菩
提
所
と
さ
れ
た
寺
で
、
直
政
は
一
六
五
〇
年
に
初
代

藩
主
義
直
公
逝
去
の
時
に
殉
死
し
た
の
で
、
二
代
藩
主
光
友
公
は
、
成
瀬
正
虎
の
子
直

龍
を
そ
の
養
子
と
な
し
て
寺
尾
家
を
存
続
さ
せ
た
が
、
寺
尾
直
政
は
藩
主
義
直
公
や
成

瀬
正
虎
と
同
様
、
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
に
は
消
極
的
な
一
人
と
み
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

養
子
と
な
っ
た
直
龍
も
、
織
部
灯
籠
を
愛
好
す
る
な
ど
し
て
、
キ
リ
シ
タ
ン
に
対
す
る

秘
か
な
好
意
が
推
測
さ
れ
て
い
る
人
で
あ
る
。
神
明
社
は
、
こ
の
地
に
国
立
第
八
高
等

学
校
が
創
立
さ
れ
た
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
の
十
月
に
、円
墳
上
か
ら
約
二
百
メ
ー

ト
ル
東
方
の
現
在
地
に
遷
座
し
て
い
る
」（
青
山
玄　
『
名
古
屋
キ
リ
シ
タ
ン
文
化
研
会

会
報
』
54
）。

３  

知
多
半
島
の
キ
リ
シ
タ
ン
史
跡

知
多
市
佐
布
里
誕
生
堂
の
織
部
灯
籠　
　

所
在
地
：
知
多
市
佐
布
里
地
蔵
脇　

誕
生
堂　
〈
地
図
10
〉

　

知
多
半
島
北
部
の
知
多
市
佐
布
里
地
蔵
脇
に
あ
る
正
法
院
境
内
の
石
階
段
を
昇
っ
た

高
台
に
あ
る
誕
生
堂
（
真
言
宗
如
意
寺
の
塔
頭
）
の
庭
先
右
側
に
織
部
灯
籠
が
置
い
て

あ
る
。
佐
布
里
の
山
里
の
静
か
な
山
間
に
あ
り
、
周
辺
は
新
興
住
宅
地
で
あ
る
が
梅
が

丘
と
い
わ
れ
梅
の
産
地
で
あ
る
（
資
料
14
）。

『正法院境内の誕生堂
浄土宗養林寺の末寺「信正寺」
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古
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犬
山
城
主
成
瀬
正
虎
と
佐
布
里

　

一
九
九
三
年
（
平
成
五
）、
地
元
の
郷
土
史
研
究
家
の
高
田
幹
夫
が
、
こ
の
灯
籠
に

関
す
る
研
究
成
果
「
キ
リ
シ
タ
ン
灯
篭
確
認
記｣

を
発
表
し
、
関
心
を
も
た
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
高
田
に
よ
る
と
「
犬
山
城
主
成
瀬
正
虎
の
息
子
（
寺
尾
姓
）
土
佐
守
直
龍

は
『
寛
文
村
々
覚
書
』
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
今
で
は
知
多
市
に
な
っ
て
い
る
佐
布

里
・
岡
田
・
大
興
寺
・
羽
根
な
ど
の
村
々
を
領
し
て
い
た
。
正
虎
没
後
の
一
六
七
五
年

（
延
宝
三
）
に
蟄
居
さ
せ
ら
れ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
知
多
市
史
に
『
発
狂
』、
犬
山
里

語
記
と
犬
山
市
史
に
『
故
あ
っ
て
』、
士
林
泝
洄
に
は
『
病
ニ
臥
シ
致
仕
』
な
ど
と
書

か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
ま
ま
犬
山
城
内
に
四
十
八
年
も
生
き
永
ら
え
た
の
だ
か
ら
、
と

て
も
発
狂
や
病
臥
と
は
思
え
な
い
。
白
林
寺
を
建
立
し
た
正
虎
と
同
様
、
神
仏
へ
の
尊

崇
の
念
が
厚
く
、
キ
リ
シ
タ
ン
を
邪
教
視
す
る
こ
と
に
強
い
疑
念
を
抱
き
、
幽
閉
中
も

犬
山
城
内
に
あ
る
キ
リ
シ
タ
ン
灯
篭
に
掌
を
合
わ
せ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
」
と
の
こ

と
で
あ
る
（
地
図
7
）。

正
虎
が
二
代
目
城
主
と
な
っ
た
こ
ろ
、
一
六
四
四
年
（
正
保
元
年
六
月
）
に
名
古
屋

真言宗雨宝山「如意寺」

誕生堂脇にある
キリシタン灯籠

城
内
の
奥
女
中
が
キ
リ
シ
タ
ン
と
し
て
召
し
捕
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
正
虎
は
一
六
三
九

年
（
寛
永
十
六
）
に
没
し
た
義
直
の
奥
方
春
姫
の
側
近
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
キ
リ
ス

ト
教
に
傾
倒
し
て
い
た
可
能
性
が
強
く
、
徹
底
的
弾
圧
を
許
さ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
尾
張
藩
が
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
に
踏
み
切
っ
た
の
は
正
虎
隠
居
一
年
三
ヶ
月
後
の

一
六
六
三
年
（
寛
文
三
年
三
月
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
灯
籠
は
、
高
さ
約
八
十
二
セ
ン
チ

の
花
崗
岩
製
。
か
つ
て
は
佐
布
里
地
内
の
ど
こ
か
に
あ
り
、
明
治
末
に
地
区
内
か
ら
集

め
ら
れ
た
墓
石
が
如
意
寺
西
側
の
崖
付
近
に
い
っ
た
ん
置
か
れ
、
戦
後
す
ぐ
に
現
在
の

場
所
に
移
さ
れ
た
と
い
い
、地
元
民
か
ら
は
「
キ
リ
シ
タ
ン
灯
篭
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
高
田
は
、
藩
内
で
は
摘
発
の
盲
点
だ
っ
た
知
多
半
島
に
、
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
が

い
た
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
と
、
結
論
づ
け
て
い
る
。

一
九
九
四
年
（
平
成
六
）
一
月
二
十
三
日
、
地
元
知
多
市
郷
土
史
研
究
会
主
催
の
灯

籠
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
出
席
し
た
青
山
玄
神
父
は
「
キ
リ
シ
タ
ン
と
な
ん
ら
か
の
関
係

が
あ
る
可
能
性
は
あ
る
。
知
多
半
島
に
宣
教
師
が
来
て
、
キ
リ
シ
タ
ン
が
い
た
証
拠
は

な
い
が
、
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、
隠
れ
る
と
い
う
意
味
で
絶
好
の
場
所
だ
っ
た
か
も
し
れ

な
い
」
と
言
っ
て
い
る
。

国宝犬山城犬山城内にある成瀬家屋敷
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二
代
目
藩
主
徳
川
光
友
と
佐
布
里

　

二
代
藩
主
光
友
が
国
元
名
古
屋
に
在
城
中
、横
須
賀
に
出
向
い
た
の
は
十
三
年
間
で
、

二
十
九
回
に
及
ぶ
と
い
う
。こ
れ
は
光
友
が
江
戸
滞
在
中
に
マ
ラ
リ
ヤ
性
の
病
に
罹
り
、

そ
の
後
回
復
し
た
が
、
は
た
し
て
、
快
癒
を
祈
願
す
る
た
め
だ
け
の
参
詣
で
あ
ろ
う
か
。

光
友
は
近
在
の
神
社
・
仏
閣
に
随
分
と
関
心
を
示
し
て
い
る
。
一
六
六
八
年
（
寛
文
八

年
六
月
一
日
）
に
光
友
が
八
幡
宮
を
初
め
て
参
詣
し
て
以
来
、
五
回
以
上
も
繰
り
返
し

て
い
る
。
こ
の
時
期
は
尾
張
藩
に
お
い
て
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
が
最
も
厳
し
く
、
各
地
で

キ
リ
シ
タ
ン
の
捕
縛
、
処
刑
が
行
わ
れ
て
い
た
時
代
で
あ
っ
た
。
藩
の
処
刑
場
で
あ
っ

た
千
本
松
原
の
跡
地
に
栄
國
寺
を
建
立
し
た
光
友
が
、
な
ぜ
佐
布
里
延
命
地
蔵
尊
を
参

詣
し
て
い
た
の
か
、そ
の
胸
の
内
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、辺
境
の
郷
で
あ
っ

た
佐
布
里
の
土
地
は
キ
リ
ス
ト
教
の
教
え
を
理
解
し
て
い
た
成
瀬
正
虎
・
義
龍
や
光
友

の
庇
護
を
願
っ
て
、隠
れ
郷
と
し
て
移
り
住
ん
だ
キ
リ
シ
タ
ン
が
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

和
訳
聖
書
を
作
成
し
た
音
吉
頌
徳
記
念
碑

1980 年
音吉頌徳碑周辺整備
完了記事

犬山名鉄ホテル敷地の国宝「如庵」

　
　
　
　
　

所
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愛
知
県
知
多
郡
美
浜
町
小
野
浦
福
島　
〈
地
図
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約
百
五
十
年
前
、
世
界
で
初
め
て
和
訳
聖
書
を
完
成
さ
せ
た
知
多
郡
美
浜
町
小
野
浦

出
身
の
岩
吉
、
久
吉
、
乙
吉
（
音
吉
）
を
称
え
る
碑
が
小
野
浦
に
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教

徒
と
し
て
世
界
初
の
和
訳
聖
書
の
作
成
に
関
わ
っ
た
功
績
で
、
日
本
聖
書
協
会
（
本

部
・
東
京
都
中
央
区
）
な
ど
が
一
九
六
一
年
（
昭
和
三
十
六
）、
音
吉
の
故
郷
・
美
浜

町
小
野
浦
に
記
念
碑
を
建
て
毎
年
功
績
を
偲
ん
で
い
る
と
い
う
。
一
九
八
〇
年
（
昭
和

五
十
五
）、
地
元
に
よ
り
碑
周
辺
の
園
地
が
整
備
さ
れ
記
念
碑
が
完
成
し
た
。
そ
の
後

一
九
八
三
年
に
は
、
音
吉
た
ち
の
漂
流
物
語
を
描
い
た
故
・
三
浦
綾
子
氏
の
歴
史
小
説

『
海
嶺
』
が
出
版
さ
れ
、
こ
の
間
の
事
情
が
広
く
世
間
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

美
浜
町
で
は
、
町
民
の
協
力
で
十
一
年
の
歳
月
を
か
け
、
音
吉
ら
の
足
跡
巡
り
を
開

始
、
墓
の
調
査
か
ら
遺
骨
の
捜
索
・
遺
灰
引
取
り
に
い
た
る
ま
で
の
悲
願
を
達
成
し
、

ま
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
の
交
流
に
発
展
し
て
い
る
。
遺
灰
の
帰
郷
は
菩
提
寺
・
良
参
寺

境
内
に
音
吉
顕
彰
会
の
手
に
よ
る
案
内
看
板
が
建
て
ら
れ
て
い
る
（
資
料
15
）。

東
浦
町
越
境
寺
の
キ
リ
シ
タ
ン
灯
籠

菩提寺良参寺境内の
音吉顕彰会案内板

菩提寺良参寺境内の
音吉らの墓石

美浜町音吉頌徳碑園地
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二
代
目
藩
主
徳
川
光
友
と
佐
布
里
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所
在
地　

知
多
郡
東
浦
町
緒
川
屋
敷
二
区
二
十
三
番
地　
〈
地
図
11
〉

東
浦
町
緒
川
の
越
境
寺
の
裏
に
あ
る
キ
リ
シ
タ
ン
灯
籠
が
東
浦
町
指
定
文
化
財
と

な
っ
て
い
る
。
越
境
寺
は
緒
川
駅
か
ら
お
嬢
坂
を
上
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
り
、
曹
洞
宗
が

多
い
知
多
の
寺
に
は
珍
し
い
日
蓮
宗
の
寺
で
あ
る
。
こ
の
灯
籠
は
、
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン

が
礼
拝
の
対
象
と
し
た
灯
籠
で
、
材
質
は
、
竿
・
笠
と
も
に
天
城
石
、
竿
の
長
さ
は

九
十
セ
ン
チ
、
胴
回
り
は
百
～
百
五
セ
ン
チ
、
や
や
上
部
が
太
り
、
上
に
笠
が
乗
る
。

笠
は
高
さ
三
十
八
セ
ン
チ
、
天
に
擬
宝
珠
を
置
き
、
八
角
形
の
な
だ
ら
か
な
曲
線
が
広

が
る
。
円
柱
の
笠
の
前
後
に
は
三
断
線
で
縦
十
七
セ
ン
チ
、
横
十
三
セ
ン
チ
の
十
字
形

の
模
様
を
貫
き
、
内
部
は
広
く
く
り
抜
か
れ
火
袋
と
な
っ
て
い
る
。
笠
の
両
側
に
も
十

字
架
と
同
様
の
模
様
を
淺
彫
り
に
し
、
そ
の
内
部
に
右
側
三
日
月
、
左
側
日
輪
を
彫
り

込
ん
で
い
る
。

４  

美
濃
地
方
の
キ
リ
シ
タ
ン
史
跡

東浦町「越境寺」
のキリシタン灯籠

一
六
一
三
年
（
慶
長
十
八
）
家
康
が
禁
教
令
を
出
し
て
以
来
、
キ
リ
シ
タ
ン
に
対

す
る
弾
圧
は
強
ま
っ
た
。
塩
村
（
旧
春
里
村
）
へ
の
弾
圧
は
特
に
ひ
ど
か
っ
た
よ
う

で
あ
り
、
一
六
二
四
年
～
一
七
〇
三
年
（
寛
永
・
寛
文
・
元
禄
年
間
）
に
は
過
酷
な

取
調
べ
や
検
挙
が
度
々
行
わ
れ
た
。
一
六
三
八
年
（
寛
永
十
五
）
に
は
、
旧
可
児
郡

内
の
三
十
三
ケ
村
が
キ
リ
シ
タ
ン
を
出
し
た
村
だ
っ
た
。

可
児
市
塩
の
キ
リ
シ
タ
ン
「
大
の
字
調
べ
場
」
跡

　
　
　
　
　

所
在
地　

可
児
市
坂
戸
字
柿
ノ
木
田
九
二
二
番
地　
〈
地
図
15
〉

「
仕
置
き
の
あ
っ
た
の
は
俗
称
岡
田
場
又
は
墨
田
と
い
わ
れ
た
村
境
の
山
林
（
可

児
町
坂
戸
柿
ノ
木
田
九
二
二
番
地
）
で
、
切
支
丹
宗
徒
を
こ
の
地
に
引
き
連
れ
、
両

手
両
足
を
ひ
ろ
げ
さ
せ
て
「
大
の
字
」
形
と
し
、
竹
で
叩
く
、
足
で
け
る
等
の
苛
酷

な
調
べ
が
一
昼
夜
に
わ
た
っ
て
続
け
ら
れ
た
」。（
佐
藤
弥
太
郎　
『
春
里
・
塩
の
切

支
丹
』）

奥村智咲『切支丹の
迫害史』1956 年版 可児の殉教史跡場所地図

甘露寺、向田の処刑地跡坂戸柿ノ木田の仕置場
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可
児
市
塩
向
田
の
キ
リ
シ
タ
ン
塚

所
在
地　

可
児
市
塩
字
向
田
一
二
五
八
の
一　
〈
地
図
15
〉

信
徒
を
斬
刑
に
処
し
て
穴
に
埋
め
た
と
伝
え
ら
れ
る
「
キ
リ
シ
タ

ン
塚
」
跡
が
向
田
河
原
に
あ
る
。
場
所
は
可
児
町
塩
向
田
一
二
五
八

の
一
で
旧
八
幡
社
跡
よ
り
北
西
に
約
十
五
間
、
向
田
河
原
に
約
四
坪

く
ら
い
の
穴
跡
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
現
在
は
水
田
と
な
り
、

封
土
は
削
ら
れ
て
草
が
生
え
て
お
り
所
在
は
判
明
で
き
な
い
（
資
料

16
）。

可
児
市
塩
の
甘
露
寺
硯
石
遺
跡

　
　
　
　
　

所
在
地　

可
児
市
塩
（
旧
春
里
村
塩
）
字
新
田　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
地
図
14
〉

甘
露
寺
の
硯
石
は
、
坂
戸
地
内
の
山
林
で
取
り
調
べ
が
あ
っ
た
際
、
役
人
が
調
書
作

成
の
た
め
に
自
然
石
を
打
ち
欠
い
て
硯
の
代
用
に
し
た
と
い
わ
れ
る
。
信
者
と
ゆ
か
り

向田河原の処刑場跡キリシタン塚遠望　

2011 年 9 月撮影

旧道坂戸交差点
キグナス石油ＳＳ南東角

可児市塩の甘露寺

の
あ
る
新
田
（
旧
キ
リ
シ
タ
ン
屋
敷
）
の
隣
地
、
甘
露
寺
境
内
に
一
九
五
二
年
（
昭
和

二
十
七
）
に
移
設
さ
れ
た
。
一
九
五
五
年
（
昭
和
三
十
）
五
月
八
日
、地
元
と
カ
ト
リ
ッ

ク
多
治
見
教
会
に
よ
る
慰
霊
祭
が
行
な
わ
れ
た
。
一
九
八
七
年
（
昭
和
六
十
二
）
可
児

市
教
育
委
員
会
に
よ
り
市
指
定
有
形
文
化
財
に
認
定
さ
れ
看
板
が
立
て
ら
れ
た
（
資
料

17
）。

御
嵩
町
七
御
前
墓
地
の
遺
跡

　
　
　
　
　

所
在
地　

可
児
郡
御
岳
町
上
之
郷
謡
坂
稲
葉
五
二
四
七
番
地　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
地
図
16
・
17
〉

一
九
八
一
年
（
昭
和
五
十
六
）
三
月
二
十
一
日
に
上
之
郷
謡
坂
（
う
と
う
ざ
か
）
の

道
路
工
事
の
折
、五
輪
塔
の
下
か
ら
石
に
刻
ま
れ
た
十
字
架
な
ど
三
点
が
発
掘
さ
れ
た
。

謡
坂
は
中
山
道
の
な
か
で
も
登
り
の
急
な
坂
で
あ
り
、
疲
れ
を
忘
れ
よ
う
と
唄
を
謡
っ

て
通
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
と
さ
れ
る
。
七
御
前
墓
地
で
あ
る
が
こ
れ
に
つ

い
て
は
、
尾
張
書
物
奉
行
が
著
し
た
一
七
五
六
年
（
宝
暦
六
）
の
「
濃
陽
略
」
や
新
撰

「
美
濃
誌
」
に
も
、
古
く
か
ら
五
輪
の
塔
が
祀
ら
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
古
跡
で

仕置場から硯石を甘露寺に運搬甘露寺に移された
「硯石」遺物
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可
児
市
塩
向
田
の
キ
リ
シ
タ
ン
塚

所
在
地　

可
児
市
塩
字
向
田
一
二
五
八
の
一　
〈
地
図
15
〉

信
徒
を
斬
刑
に
処
し
て
穴
に
埋
め
た
と
伝
え
ら
れ
る
「
キ
リ
シ
タ

ン
塚
」
跡
が
向
田
河
原
に
あ
る
。
場
所
は
可
児
町
塩
向
田
一
二
五
八

の
一
で
旧
八
幡
社
跡
よ
り
北
西
に
約
十
五
間
、
向
田
河
原
に
約
四
坪

く
ら
い
の
穴
跡
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
現
在
は
水
田
と
な
り
、

封
土
は
削
ら
れ
て
草
が
生
え
て
お
り
所
在
は
判
明
で
き
な
い
（
資
料

16
）。

可
児
市
塩
の
甘
露
寺
硯
石
遺
跡

　
　
　
　
　

所
在
地　

可
児
市
塩
（
旧
春
里
村
塩
）
字
新
田　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
地
図
14
〉

甘
露
寺
の
硯
石
は
、
坂
戸
地
内
の
山
林
で
取
り
調
べ
が
あ
っ
た
際
、
役
人
が
調
書
作

成
の
た
め
に
自
然
石
を
打
ち
欠
い
て
硯
の
代
用
に
し
た
と
い
わ
れ
る
。
信
者
と
ゆ
か
り

向田河原の処刑場跡キリシタン塚遠望　

2011 年 9 月撮影

旧道坂戸交差点
キグナス石油ＳＳ南東角

可児市塩の甘露寺

の
あ
る
新
田
（
旧
キ
リ
シ
タ
ン
屋
敷
）
の
隣
地
、
甘
露
寺
境
内
に
一
九
五
二
年
（
昭
和

二
十
七
）
に
移
設
さ
れ
た
。
一
九
五
五
年
（
昭
和
三
十
）
五
月
八
日
、地
元
と
カ
ト
リ
ッ

ク
多
治
見
教
会
に
よ
る
慰
霊
祭
が
行
な
わ
れ
た
。
一
九
八
七
年
（
昭
和
六
十
二
）
可
児

市
教
育
委
員
会
に
よ
り
市
指
定
有
形
文
化
財
に
認
定
さ
れ
看
板
が
立
て
ら
れ
た
（
資
料

17
）。

御
嵩
町
七
御
前
墓
地
の
遺
跡

　
　
　
　
　

所
在
地　

可
児
郡
御
岳
町
上
之
郷
謡
坂
稲
葉
五
二
四
七
番
地　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
地
図
16
・
17
〉

一
九
八
一
年
（
昭
和
五
十
六
）
三
月
二
十
一
日
に
上
之
郷
謡
坂
（
う
と
う
ざ
か
）
の

道
路
工
事
の
折
、五
輪
塔
の
下
か
ら
石
に
刻
ま
れ
た
十
字
架
な
ど
三
点
が
発
掘
さ
れ
た
。

謡
坂
は
中
山
道
の
な
か
で
も
登
り
の
急
な
坂
で
あ
り
、
疲
れ
を
忘
れ
よ
う
と
唄
を
謡
っ

て
通
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
と
さ
れ
る
。
七
御
前
墓
地
で
あ
る
が
こ
れ
に
つ

い
て
は
、
尾
張
書
物
奉
行
が
著
し
た
一
七
五
六
年
（
宝
暦
六
）
の
「
濃
陽
略
」
や
新
撰

「
美
濃
誌
」
に
も
、
古
く
か
ら
五
輪
の
塔
が
祀
ら
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
古
跡
で

仕置場から硯石を甘露寺に運搬甘露寺に移された
「硯石」遺物
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あ
る
か
判
ら
な
い
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
遺
物
の
発
見
に
よ
り
、
キ
リ
シ
タ
ン
と
は

無
縁
と
さ
れ
て
い
た
御
嵩
町
に
も
、
弾
圧
の
中
、
信
仰
を
守
っ
て
生
き
続
け
た
キ
リ
シ

タ
ン
の
い
た
こ
と
が
証
し
さ
れ
た
。
な
お
今
日
ま
で
木
村
家
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
水

神
碑
の
み
で
、
そ
の
他
の
遺
物
は
す
べ
て
「
中
山
道
み
た
け
館
」
二
階
に
常
設
展
示
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
七
御
前
遺
跡
は
御
嵩
町
観
光
協
会
に
よ
り
「
七
御
前
キ
リ
シ
タ
ン
信

仰
」
の
案
内
板
や
マ
リ
ア
像
が
建
て
ら
れ
、
毎
年
八
月
十
五
日
に
は
平
和
祈
年
祭
が
行

わ
れ
て
い
る
。

幸
福
寺
と
卒
塔
婆
「
絶
仏
」
の
文
字
が
あ
る
石
塔

所
在
地　

可
児
郡
御
岳
町
上
之
郷
謡
坂
地
内

七
御
前
遺
跡
の
北
側
の
谷
を
隔
て
た
山
中
に
「
幸
福
寺
跡
」
あ
る
。
山
裾
の
竹
林
と

杉
木
立
に
覆
わ
れ
た
山
道
を
登
る
と
三
百
坪
程
度
の
平
坦
地
に
建
物
の
基
壇
石
組
や
古

い
墓
碑
や
そ
の
他
の
石
造
物
が
散
乱
し
て
い
る
。
幸
福
寺
は
一
六
六
四
年
（
寛
文
四
）

ま
で
上
之
郷
謡
坂
の
山
中
に
あ
っ
た
寺
で
、
土
岐
郡
平
岩
村
（
現
瑞
浪
市
）
の
鷹
巣
山

開
元
院
の
曹
洞
宗
の
末
寺
で
あ
っ
た
。
寺
歴
は
一
四
四
一
年
（
嘉
吉
元
）
に
始
ま
り
謡

平和の聖マリア像「マリアの里」	
1987 年 8 月 23 日、御嵩町観光協会建立

御嵩七御前墓地の遺跡
（平和マリア像の裏手）

坂
村
に
移
築
さ
れ
て
か
ら
は
周
辺
の
小
原
村
、
前
沢
村
、
津
橋
村
、
樋
ヶ
洞
村
、
西
洞

村
の
寺
と
し
て
栄
え
た
が
、
二
百
二
十
年
後
の
一
六
六
四
年
（
寛
文
四
）
に
突
如
と

し
て
廃
寺
と
な
っ
た
。
地
元
で
は
こ
の
場
所
を
釈
迦
堂
と
呼
ん
で
お
り
、
そ
の
跡
地

に
は
一
七
一
八
年
（
享
保
三
）
十
月
吉
日
銘
「
夜
念
仏
供
養
」
と
し
て
建
て
ら
れ
た
卒

塔
婆
が
あ
る
。
そ
の
六
字
名
号
銘
文
は
「
南
無
阿
弥
絶
仏
」
裏
面
に
は
「
同
行
拾
二
人

正
」
と
あ
り
、
本
来
な
ら
「
陀
仏
」
で
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
が
「
絶
仏
」
と
な
っ
て
い

る
。
一
九
九
〇
年
（
平
成
二
）、地
元
の
有
志
が
こ
の
卒
塔
婆
が
傾
き
倒
れ
そ
う
に
な
っ

た
の
で
建
て
直
し
た
と
こ
ろ
自
然
石
を
加
工
し
た
聖
母
マ
リ
ア
像
が
見
つ
か
っ
た
。

一
七
一
八
年
（
享
保
三
）
ま
で
は
、
謡
坂
周
辺
に
キ
リ
シ
タ
ン
信
徒
が
い
た
こ
と
が
確

か
め
ら
れ
た
が
、
現
在
で
も
地
元
謡
坂
地
区
に
移
さ
れ
た
幸
福
寺
で
毎
年
七
月
十
五
日

に
徹
夜
で
行
な
わ
れ
る
夜
念
仏
は
キ
リ
シ
タ
ン
の
復
活
徹
夜
祭
に
相
当
す
る
行
事

と
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

御
岳
町
郷
土
館
「
中
山
道
み
た
け
館
」

　
　
　
　
　

所
在
地　

岐
阜
県
可
児
郡
御
岳
町
御
岳
一
三
八
九
の
一

幸福寺（釈迦堂）の夜念仏供
養塔「南無阿弥絶仏」裏面に

「同行拾二人正」の銘
幸福寺（釈迦堂）のある山地入口
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あ
る
か
判
ら
な
い
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
遺
物
の
発
見
に
よ
り
、
キ
リ
シ
タ
ン
と
は

無
縁
と
さ
れ
て
い
た
御
嵩
町
に
も
、
弾
圧
の
中
、
信
仰
を
守
っ
て
生
き
続
け
た
キ
リ
シ

タ
ン
の
い
た
こ
と
が
証
し
さ
れ
た
。
な
お
今
日
ま
で
木
村
家
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
水

神
碑
の
み
で
、
そ
の
他
の
遺
物
は
す
べ
て
「
中
山
道
み
た
け
館
」
二
階
に
常
設
展
示
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
七
御
前
遺
跡
は
御
嵩
町
観
光
協
会
に
よ
り
「
七
御
前
キ
リ
シ
タ
ン
信

仰
」
の
案
内
板
や
マ
リ
ア
像
が
建
て
ら
れ
、
毎
年
八
月
十
五
日
に
は
平
和
祈
年
祭
が
行

わ
れ
て
い
る
。

幸
福
寺
と
卒
塔
婆
「
絶
仏
」
の
文
字
が
あ
る
石
塔

所
在
地　

可
児
郡
御
岳
町
上
之
郷
謡
坂
地
内

七
御
前
遺
跡
の
北
側
の
谷
を
隔
て
た
山
中
に
「
幸
福
寺
跡
」
あ
る
。
山
裾
の
竹
林
と

杉
木
立
に
覆
わ
れ
た
山
道
を
登
る
と
三
百
坪
程
度
の
平
坦
地
に
建
物
の
基
壇
石
組
や
古

い
墓
碑
や
そ
の
他
の
石
造
物
が
散
乱
し
て
い
る
。
幸
福
寺
は
一
六
六
四
年
（
寛
文
四
）

ま
で
上
之
郷
謡
坂
の
山
中
に
あ
っ
た
寺
で
、
土
岐
郡
平
岩
村
（
現
瑞
浪
市
）
の
鷹
巣
山

開
元
院
の
曹
洞
宗
の
末
寺
で
あ
っ
た
。
寺
歴
は
一
四
四
一
年
（
嘉
吉
元
）
に
始
ま
り
謡

平和の聖マリア像「マリアの里」	
1987 年 8 月 23 日、御嵩町観光協会建立

御嵩七御前墓地の遺跡
（平和マリア像の裏手）

坂
村
に
移
築
さ
れ
て
か
ら
は
周
辺
の
小
原
村
、
前
沢
村
、
津
橋
村
、
樋
ヶ
洞
村
、
西
洞

村
の
寺
と
し
て
栄
え
た
が
、
二
百
二
十
年
後
の
一
六
六
四
年
（
寛
文
四
）
に
突
如
と

し
て
廃
寺
と
な
っ
た
。
地
元
で
は
こ
の
場
所
を
釈
迦
堂
と
呼
ん
で
お
り
、
そ
の
跡
地

に
は
一
七
一
八
年
（
享
保
三
）
十
月
吉
日
銘
「
夜
念
仏
供
養
」
と
し
て
建
て
ら
れ
た
卒

塔
婆
が
あ
る
。
そ
の
六
字
名
号
銘
文
は
「
南
無
阿
弥
絶
仏
」
裏
面
に
は
「
同
行
拾
二
人

正
」
と
あ
り
、
本
来
な
ら
「
陀
仏
」
で
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
が
「
絶
仏
」
と
な
っ
て
い

る
。
一
九
九
〇
年
（
平
成
二
）、地
元
の
有
志
が
こ
の
卒
塔
婆
が
傾
き
倒
れ
そ
う
に
な
っ

た
の
で
建
て
直
し
た
と
こ
ろ
自
然
石
を
加
工
し
た
聖
母
マ
リ
ア
像
が
見
つ
か
っ
た
。

一
七
一
八
年
（
享
保
三
）
ま
で
は
、
謡
坂
周
辺
に
キ
リ
シ
タ
ン
信
徒
が
い
た
こ
と
が
確

か
め
ら
れ
た
が
、
現
在
で
も
地
元
謡
坂
地
区
に
移
さ
れ
た
幸
福
寺
で
毎
年
七
月
十
五
日

に
徹
夜
で
行
な
わ
れ
る
夜
念
仏
は
キ
リ
シ
タ
ン
の
復
活
徹
夜
祭
に
相
当
す
る
行
事

と
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

御
岳
町
郷
土
館
「
中
山
道
み
た
け
館
」

　
　
　
　
　

所
在
地　

岐
阜
県
可
児
郡
御
岳
町
御
岳
一
三
八
九
の
一

幸福寺（釈迦堂）の夜念仏供
養塔「南無阿弥絶仏」裏面に

「同行拾二人正」の銘
幸福寺（釈迦堂）のある山地入口
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岐
阜
県
可
児
市
御
嵩
町
は
犬
山
か
ら
約
五
キ
ロ
の
地
に
あ
る
。
奈
良
時
代
に
東
山
道

が
通
り
、
後
に
は
中
山
道
の
御
嵩
宿
が
設
け
ら
れ
、
現
在
は
名
鉄
広
見
線
の
終
点
の
御

嵩
駅
が
あ
る
。
町
の
中
心
に
は
八
一
五
年
（
弘
仁
六
）
創
建
と
さ
れ
る
元
興
寺
と
御
嵩

本
陣
と
の
間
に
、「
み
た
け
館
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
一
階
が
図
書
館
、
二
階
が
郷
土
資

料
館
に
な
っ
て
い
お
り
、
二
階
の
展
示
場
に
、
こ
れ
ま
で
に
発
見
さ
れ
た
キ
リ
シ
タ
ン

遺
物
が
常
設
展
示
さ
れ
て
い
る
。

笠
松
の
処
刑
場
大
臼
（
だ
い
う
す
）
塚
跡

　
　
　
　
　

所
在
地　

岐
阜
県
羽
島
郡
笠
松
町
長
池
地
先
）

　
　
　
　
　

名
鉄
竹
鼻
線
西
笠
松
駅
、
木
曽
川
河
川
敷　
〈
地
図
33
〉

　

江
戸
時
代
、
笠
松
に
は
陣
屋
が
置
か
れ
、
年
貢
の
徴
収
・
民
事
・
裁
判
を
行
っ
て
い

た
。
一
六
六
二
年
（
寛
文
二
）
に
美
濃
郡
代
が
可
児
・
徳
野
か
ら
こ
の
地
に
移
さ
れ
陣

屋
（
岐
阜
県
羽
島
郡
笠
松
町
県
町
）
を
構
え
た
。
陣
屋
は
明
治
政
府
の
誕
生
に
よ
り
廃

止
、
跡
地
に
は
一
八
六
八
年
（
慶
応
四
）
笠
松
県
庁
が
置
か
れ
、
明
治
六
年
県
庁
舎
が

笠松の処刑場
「大臼塚跡」
木曽川橋南右岸の河川敷
にある標識「大臼塚」は
だいうす塚と読み、デウ
スは天主の意である。

岐
阜
市
に
移
る
ま
で
美
濃
の
天
領
支
配
の
拠
点
と
し
て
、
岐
阜
市
の
中
心
で
あ
っ
た
。

羽
島
郡
笠
松
の
木
曽
川
右
岸
の
木
曽
川
橋
南
方
の
河
岸
に
大
臼
塚
跡
の
木
柱
案
内
標

識
が
あ
る
。
江
戸
時
代
中
期
羽
島
郡
笠
松
町
長
池
に
旗
本
津
田
家
が
陣
屋
を
構
え
て
い

た
。
津
田
秀
政
は
織
田
信
長
、
豊
臣
秀
吉
、
徳
川
家
康
に
仕
え
、
領
地
は
江
戸
中
期
以

降
美
濃
と
丹
波
（
京
都
府
亀
岡
）
で
代
官
所
を
置
い
て
い
た
。
美
濃
国
の
領
地
は
、
葉

栗
郡
の
長
池
村
、
三
つ
屋
村
、
藤
掛
村
、
光
法
寺
村
、
お
は
け
村
と
、
西
濃
の
安
八
郡

白
鳥
村
、
不
破
郡
平
尾
村
、
本
巣
郡
三
日
市
場
村
、
可
児
郡
長
洞
村
、
矢
戸
村
、
室
原

村
を
合
わ
せ
た
四
千
十
一
石
。
そ
の
関
係
で
塩
村
の
キ
リ
シ
タ
ン
は
美
濃
代
官
の
処
刑

場
に
て
斬
罪
と
な
り
「
だ
い
う
す
塚
」
に
埋
め
ら
れ
た
（
資
料
19
）。

笠
松
善
光
寺　

笠
松
陣
屋
の
牢
屋
敷
跡

　
　
　
　
　

所
在
地　

岐
阜
市
笠
松
下
新
町
四
十
二
番
地　
〈
地
図
32
〉

善
光
寺
は
、
寺
伝
に
よ
る
と
、
浄
土
宗
西
山
派
禅
林
寺
・
光
明
寺
両
本
山
に
属
し
た

専
養
寺
の
末
庵
「
智
暁
庵
」
か
ら
興
っ
た
寺
で
、以
前
は
笠
松
陣
屋
の
牢
屋
が
あ
っ
た
。

一
七
三
六
年
（
元
文
元
）
恵
澄
居
士
・
恵
教
尼
夫
妻
が
敷
地
五
百
六
十
余
坪
を
寄
進
し
、

笠松善光寺の元処刑場にある
石碑	
元河川敷のだいうす塚に建っ
ていた二つ石碑で 1879 年、
笠松陣屋の牢屋敷跡に移設さ
れ て い る。 両 方 と も「 天 保
十五甲辰十一月造立之」で碑
の銘文は「南無阿彌陀佛」「南
無妙法蓮華経」。
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岐
阜
県
可
児
市
御
嵩
町
は
犬
山
か
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約
五
キ
ロ
の
地
に
あ
る
。
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良
時
代
に
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通
り
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に
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中
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設
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れ
、
現
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の
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嵩
駅
が
あ
る
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陣
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に
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」
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る
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図
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館
、
二
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郷
土
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料
館
に
な
っ
て
い
お
り
、
二
階
の
展
示
場
に
、
こ
れ
ま
で
に
発
見
さ
れ
た
キ
リ
シ
タ
ン

遺
物
が
常
設
展
示
さ
れ
て
い
る
。

笠
松
の
処
刑
場
大
臼
（
だ
い
う
す
）
塚
跡

　
　
　
　
　

所
在
地　

岐
阜
県
羽
島
郡
笠
松
町
長
池
地
先
）

　
　
　
　
　

名
鉄
竹
鼻
線
西
笠
松
駅
、
木
曽
川
河
川
敷　
〈
地
図
33
〉
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れ
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収
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た
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岐
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郡
笠
松
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町
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誕
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り
廃

止
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跡
地
に
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六
八
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四
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し
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斬
罪
さ
れ
た
亡
者
の
霊
を
弔
う
た
め
一
宇
を
建
て
た
と
さ
れ
る
。
庵
主
第
一
世
は
開
基

の
妻
（
智
達
恵
教
浄
行
尼
）
で
あ
り
専
養
寺
で
得
道
し
た
後
、
入
庵
し
斬
罪
者
お
よ
び

牢
死
者
菩
提
の
た
め
に
、念
仏
を
唱
え
た
と
い
う
。
五
世
の
称
円
は
、一
八
八
〇
年
（
明

治
十
三
）
入
庵
し
、
廃
寺
同
様
に
荒
れ
果
て
た
庵
の
再
興
を
図
り
、
一
八
八
六
年
（
明

治
十
九
）
に
官
有
地
で
あ
っ
た
斬
首
場
の
払
い
下
げ
を
受
け
、
境
内
百
三
十
五
坪
を
拡

張
し
た
。
現
在
の
善
光
寺
は
旧
鮎
鮓
街
道
沿
い
の
市
街
地
に
あ
り
、
入
り
口
は
狭
い
が

奥
の
広
い
境
内
地
の
東
側
に
処
刑
地
大
臼
塚
跡
か
ら
移
設
し
た
石
碑
が
二
基
建
て
ら
れ

て
い
る
。

北
陸
地
方
の
キ
リ
シ
タ
ン
史
跡
案
内

５  

殉
教
し
た
越
前
・
若
狭
・
越
中
出
身
者
た
ち

一　

一
六
一
九
年
（
元
和
五
年
九
月
）、
京
都
の
牢
の
中
で
若
狭
の
年
老
い
た

　
　

医
師
ヨ
ハ
ネ
仙
斉
が
殉
教
。　
　
　

二　

一
六
二
四
年
（
元
和
十
）
二
月
、
カ
ル
ヴ
ァ
リ
ヨ
神
父
と
八
名
の

　
　

信
者
が
、
仙
台
の
広
瀬
川
畔
の
大
橋
の
下
に
設
け
ら
れ
た
刑
場
で

　
　

水
漬
で
殉
教
。
そ
の
中
に
越
前
の
マ
チ
ヤ
ス
小
山
庄
太
夫
が
い
た
。

三　

一
六
二
四
年
（
寛
永
元
年
七
月
二
十
六
日
）、
秋
田
の
久
保
田
で

　
　

 

多
数
の
信
者
と
共
に
、
越
前
の
ド
ミ
ン
ゴ
九
兵
衛
、
リ
ア
ン
五
郎

 　
　

右
衛
門
が
斬
首
に
よ
り
殉
教
。

四　

一
六
四
三
年
（
寛
永
二
十
年
十
二
月
）、
福
井
藩
の
中
か
ら
医
師

　
　

田
代
養
仙
、
無
請
三
竹
（
奥
田
家
祖
）
が
キ
リ
シ
タ
ン
と
し
て

カトリック金沢教会


